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「 写 真 の 町 」 東 川 町 長 　 松 　 岡 　 市 　 郎

東 川 町 議 会 議 長 　 浜 　 辺 　 　 　 　 啓

謹 　 賀 　 新 　 年

　 二 〇 一 二 年 （ 平 成 二 十 四 年 ）

の 年 が 町 民 の 皆 さ ま に と っ て 、

そ し て わ が 町 に と っ て 最 良 の

年 で あ り ま す こ と を 祈 念 致 し

ま す 。

　 昨 年 の 年 頭 に 「 日 々 平 穏 で

あ る こ と が い か に 幸 せ で あ る

か ！ 」 と い う こ と を 書 か せ て

い た だ き ま し た が 、 そ の こ と

を 実 感 さ せ ら れ た 年 で あ り ま

し た 。 そ れ を 教 訓 に 防 災 に 対

す る 備 え を 改 め て 強 く 感 じ た

と こ ろ で あ り ま す 。

　 さ て 本 年 も 「 小 さ く て も キ

ラ リ と 光 る 」 町 づ く り を 目 指

し て 頑 張 っ て ま い り ま し ょ う 。

　 輝 か し い 新 春 を ご 家 族 の 皆

さ ま と と も に お 迎 え に な ら れ

ま し た こ と 、 心 か ら お 慶 び 申

し 上 げ ま す 。

　 昨 年 は ３ 月 11 日 の 東 日 本 大

震 災 に よ り 大 き な 被 害 が 発 生

し 、 さ ら に 原 子 力 発 電 所 の 事

故 も 重 な っ て 、 国 内 は パ ニ ッ

ク 状 態 と な り ま し た が 、 被 災

住 民 及 び 国 等 の 関 係 者 の ご 尽

力 に よ り 一 日 も 早 い 復 興 を お

祈 り 申 し 上 げ ま す 。 

　 被 災 地 の 皆 さ ま が 一 生 懸 命

に 頑 張 っ て い る 姿 に 、 私 た ち

も 刺 激 を 受 け 、 東 川 の 日 本 一

素 晴 ら し い 環 境 を 生 か し 、 最

高 と 評 価 い た だ け る よ う な 町

づ く り を 着 実 に 皆 さ ま と と も

に 進 め た い と 思 っ て い ま す 。 

　 今 年 は 、 次 代 を 担 う 子 供 た

ち が 「 夢 と 希 望 」 を 持 ち 、 逞

（ た く ま ） し く 育 つ 教 育 環 境

の 整 備 、 東 川 小 学 校 の 改 築 に

着 手 し ま す 。 住 民 の 皆 さ ま が

有 し て い る 匠 の 技 や 知 恵 を 積

極 的 に 活 用 し た も の を 開 拓 １

２ ０ 年 、 平 成 26 年 度 を 目 標 と

し て 完 成 を 目 指 し ま す 。

　 老 人 保 健 セ ン タ ー の 内 部 改

修 、 定 住 人 口 拡 大 の た め の 宅

地 造 成 を 予 定 し て お り ま す 。

ノ カ ナ ン で は 、 コ ー プ さ っ ぽ

ろ が 中 心 と な っ て 大 雪 旭 岳 源

水 の ボ ト リ ン グ 工 場 新 設 、 道

草 館 横 に は 、 ア ウ ト ド ア 活 動

商 品 を 全 国 展 開 す る モ ン ベ ル

が 進 出 、 ア ジ ア を 中 心 と し た

日 本 語 学 校 開 設 に 向 け て 寮 な

ど の 整 備 、 高 齢 者 が 安 心 し て

暮 ら す こ と が で き る 居 場 所 整

備 、 食 文 化 を 楽 し む こ と が で

き る お 店 の 開 店 な ど が 計 画 さ

れ て お り 、 雇 用 の 確 保 と に ぎ

わ い が 一 層 進 む こ と が 期 待 さ

れ ま す 。 

　 こ の ほ か 、 ５ 月 下 旬 全 国 の

小 さ な 自 治 体 で 構 成 し て い る

「 小 さ く て も 輝 く 自 治 体 フ ォ

ー ラ ム 」 、 ６ 月 に ピ ン ホ ー ル

カ メ ラ の 全 国 大 会 の 開 催 も 予

定 さ れ て い ま す 。 旭 岳 ク ロ ス

カ ン ト リ ー ス キ ー コ ー ス は 、

国 の ト レ ー ニ ン グ セ ン タ ー の

拠 点 施 設 と し て 指 定 を 受 け ら

れ る よ う 強 く 運 動 を 進 め 、 オ

リ ン ピ ッ ク で メ ダ ル 獲 得 で き

る ほ ど の 強 豪 選 手 が 本 町 の ス

キ ー 合 宿 で 育 つ こ と に 期 待 し

た い と 思 い ま す 。 

　 最 高 の 町 づ く り は 、 受 け 身

の 姿 勢 で は な く 、 一 人 ひ と り

が 持 っ て い る 力 を 発 揮 し 、 最

高 の サ ー ビ ス を 提 供 す る と い

う 積 極 的 か つ 共 益 の 視 点 で 取

り 組 む 姿 勢 に な ら な け れ ば 得

ら れ る も の で は あ り ま せ ん 。

　 「 選 択 と 集 中 」 の 時 代 が や

っ て き て い ま す 。 未 来 に 「 夢

と 希 望 の あ る 町 づ く り 」 に ま

い 進 し た い と 考 え て い ま す の

で ご 協 力 と ご 支 援 を お 願 い し

ま す 。 

　 結 び に 、 皆 さ ま の ご 多 幸 を

ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。

　 「 少 年 老 い 易 く 、 学 、 成 り

難 し 」 一 寸 の 光 陰 、 軽 ん ず べ

か ら ず で す 。 今 日 出 来 る こ と

は 今 日 や り ま し ょ う … 。 し か

し 町 づ く り は 「 一 朝 一 夕 」 に

は 出 来 ま せ ん 。 日 々 の 積 み 重

ね で す 。 「 継 続 は 力 な り 」 と

申 し ま す 。 「 写 真 の 町 」 を 宣

言 し て 、 早 二 十 八 年 に な り ま

す 。
　 今 、 い ろ い ろ な と こ ろ を 訪

ね て み て 、 い か に 「 ひ が し か

わ 」 の 名 が 浸 透 し て い る か を

実 感 さ せ ら れ ま す 。

　 私 た ち の 町 が 元 気 な の は 、

活 動 し て い る か ら な の で す 。

町 民 一 人 ひ と り が 種 々 な こ と

に 参 加 し 、 協 力 し 合 っ て い る

か ら だ と 思 い ま す 。

　 昨 年 選 挙 が あ り 新 し い 人 も

加 わ り ま し た 。

　 議 会 の あ り 方 も 少 し ず つ で

は あ り ま す が 変 化 し て い く で

し ょ う 。 そ の 先 頭 に 立 っ て 議

会 の あ る べ き 姿 を 目 指 し ま す 。

　 昨 年 は 未 曾 有 の 災 害 に 見 舞

わ れ ま し た が 、 そ こ か ら 見 え

て き た 日 本 人 の 気 質 を 再 認 識

し 町 づ く り に 生 か し て い く こ

と も 必 要 で す し 、 誇 り を 持 っ

て こ と に 当 た っ て い た だ き た

い と 思 い ま す 。

　 住 民 福 祉 を 考 え る 時 、 従 来

の 方 法 を 踏 襲 し て い た の で は

ニ ー ズ に 応 え ら れ ま せ ん 。

　 「 若 者 が 夢 を 持 て る 」 町 づ

く り 、 そ こ に は 多 少 の リ ス ク

も 伴 い ま す 。 し か し そ れ を 怖

が っ て い た の で は 将 来 は 見 え

て き ま せ ん 。

　 私 た ち 一 人 ひ と り が 知 恵 を

出 し 合 い 、 汗 を 流 し て 頑 張 ろ

う で は あ り ま せ ん か 。

　 今 年 も 皆 さ ん に と っ て よ り

良 い 年 で あ り ま す こ と を 願 っ

て 新 年 の 挨 拶 と さ せ て い た だ

き ま す 。
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農林業費
（6.3％）382,883千円

町民税
（38.7％）
327,780千円

固定資産税
（52.9％）
448,004千円

諸支出費
（7.5％）459,297千円

民生費
（14.1％）
858,256千円

公債費
（9.3％）
564,330千円

土木費
（10.9％）
662,877千円

教育費
（14.2％）
867,597千円

総務費
（25.4％）
1,550,681千円
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謹賀新年謹賀新年謹賀新年

どうぶつのハイヤーが目印!!どうぶつのハイヤーが目印!!

本年もよろしくお願いいたします
平成24年  元旦

本年もよろしくお願いいたします
平成24年  元旦

クレジットカード、デビットカードを使用できます

CONTENTS
年頭のご挨拶
○「夢と希望のある町づくり」へ一歩前進の年へ　「写真の町」東川町長　松岡市郎
○謹賀新年　東川町議会議長　浜辺　啓

平成22年度 まちの家計簿
東川町職員の給与・職員数のあらまし
まち・タウン
○文連、60周年記念で新たな歩み
○JRスキー部、夏見選手が旭岳でスキー教室
○チェンバロ＆クラビコードの初コンサート
○旭大生はサンタクロース　　ほか

A Word From Another World
○No.3　2012年　外国語指導助手　カリン・ストロムさん
○エイゴのマナビカタ　行け行け、タイガース⁉　英語教育指導員　宮地晶子さん

新春座談会
町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○日本一を目指して！

大雪山の素顔
○朽ちてゆく避難小屋　山樂舎BEAR代表　佐久間　弘さん

新刊図書・ビデオ案内「新年特別版」
◇俳句

くらし・ネットワーク
○１月31日は町税第４期の納期限です
○子ども手当の受給には請求申請が必要です
○入園体験会「一緒に考えよう」
○ひがしかわ大写真展の入賞者決まる　　ほか

子育てチャンネル
○お引っ越し　佐藤晴子さん

保健だより
○おいしく食べて免疫力アップを

おいしい手料理
○「サバの味噌キムチ鍋」　笹寿司料理人　西田　学さん
◇食べて健康・豆知識　保健福祉課栄養士　中村弘美

第5回ひがしかわ大写真展
町民一般部門 準グランプリ

「極寒の息吹」
牧　直道さん撮影

「今、生き生きと」は休載いたします。 東交ハイヤー☎82-2530FAX 82-2505 
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まちの家計簿

軽自動車税（1.7％）14,291千円

入湯税（2.1％）17,638千円
たばこ税（4.7％）39,524千円

その他（4.4％）266,629千円
衛生費（3.6％）217,679千円

商工費（4.3％）263,747千円

農林業費
（6.3％）382,883千円

町民税
（38.7％）
327,780千円

固定資産税
（52.9％）
448,004千円

町民税
（38.7％）
327,780千円

固定資産税
（52.9％）
448,004千円

諸支出費
（7.5％）459,297千円

民生費
（14.1％）
858,256千円

公債費
（9.3％）
564,330千円

土木費
（10.9％）
662,877千円

教育費
（14.2％）
867,597千円

総務費
（25.4％）
1,550,681千円

農林業費
（6.3％）382,883千円

諸支出費
（7.5％）459,297千円

民生費
（14.1％）
858,256千円

公債費
（9.3％）
564,330千円

土木費
（10.9％）
662,877千円

教育費
（14.2％）
867,597千円

総務費
（25.4％）
1,550,681千円

　32.7%　2,046,732

　26.3%　1,646,280

　14.5%　909,818

　13.5%　847,237

　3.3%　205,448

　2.3%　145,499

　1.3%　79,334

　0.5%　28,587

　4.3%　269,818

　1.4%　89,297

　39.9%　1,927,152

　17.2%　   833,617

　8.4%　403,669

　17.6%　852,666

　3.9%　187,738

　2.9%　142,266

　1.4%　65,813

　0.7%　 31,845

　6.2%　297,534

　1.9%　91,775

　16.5%　1,004,067

　14.7%　897,211

　14.0%　851,510

　6.7%　406,550

　27.6%　1,681,208

　2.8%　169,820

　1.4%　86,269

　3.5%　213,405

　5.0%　305,875

　  7.8%　478,061

　18.7%　   883,693

　16.5%　779,066

　17.7%　838,135

　6.4%　300,350

　18.2%　   860,905

　3.4%　162,928

　1.9%　89,196

　4.6%　219,884

　2.4%　112,714

　10.2%　482,842

平成22年度

平成21年度

平成22年度

平成21年度

単位：千円

単位：千円歳出　60億9,398万円

町税の内訳

目的別歳出の内訳
消
費
的
経
費

投
資
的
経
費

公
債
費

そ
の
他

町　税
847,237千円

歳出総額
6,093,976千円

0 1,000,000500,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

積立金・その他

繰出金

利子

元金

単独事業

補助事業

維持補修費・扶助費

人件費

補助費等

物件費

その他

繰入金

分担金及び負担金

地方譲与税

使用料及び手数料

諸収入

町債

町税

国・道支出金

地方交付税

平
成
22
年
度

ま
ち
の
家
計
簿

謹賀新年謹賀新年

どうぶつのハイヤーが目印!!

本年もよろしくお願いいたします
平成24年  元旦

■一般会計性質別決算額（前年度比較）
歳入　62億6,805万円

■各会計決算額      

会計区分

6,268,050
713

40,910
139,001
349,816
15,337
545,777

6,813,827

6,093,976
681

40,774
134,315
327,276
15,337
518,383

6,612,359

174,074
32
136

4,686
22,540

0
27,394
201,468総　合　計

計

国保診療所

宅地造成事業

公共下水道事業

簡易水道事業

国民健康保険

特　

別　

会　

計

一般会計

差引額歳　　出歳　　入

単位：千円

　

東
川
町
の
平
成
22
年
度
一
般
会
計
、
特
別
５
会
計
の
決

算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
「
プ
ラ
イ
ム
タ
ウ
ン
づ
く
り
計

画
21
|
１
」
の
3
年
度
目
で
、
全
会
計
総
額
は
66
億
千

2
3
6
万
円
で
し
た
。
一
般
会
計
は
60
億
9
千
3
9
8
万

円
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
同
決
算
は
昨
年
９
月
の
町
議
会
第

３
回
定
例
会
に
提
案
し
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査

を
経
て
同
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度

ま
ち
の
家
計
簿
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0

50
0,
00
0

1,
00
0,
00
0

1,
50
0,
00
0

2,
50
0,
00
0

2,
00
0,
00
0

■
平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業
…
一
般
会
計
で
実
施
し
た
主
な
投
資
的
事
業
を
掲
載
し
ま
し
た
。

■
町
民
１
人
当
た
り
に
す
る
と
…
金
額
は
一
般
会
計
の
決
算
額
を
単
純
に
23
年
３
月
末
人
口
、
7,8
01
人
で
割
っ
た
も
の
で
す
。

土
木
費

商
工
費

教
育
費

農
林
業
費

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

71
5,
93
4円

37
0,
85
0円

31
3,
67
8円

10
8,
60
6円

26
2,
36
8円

18
,6
51
円

10
9,
15
4円

23
7,
28
1円

78
1,
17

9円
19

8,
78

0円
11

1,
21

6円
11

0,
01

9円
84

,9
73
円

72
,3
41
円

58
,8
77
円

49
,0
81
円

33
,8
09
円

27
,9
04
円

34
,1
79
円

使
わ
れ
た
一
般
会
計
予
算
は
…

総
務
費
（
職
員
給
与
・
企
画
政
策
な
ど
に
）

教
育
費
（
学
校
等
の
維
持
管
理
・
社
会
教
育
な
ど
に
）

民
生
費
（
福
祉
の
充
実
な
ど
に
）

土
木
費
（
道
路
整
備
・
除
雪
・
公
営
住
宅
な
ど
に
）

公
債
費
（
町
の
借
金
返
済
な
ど
に
）

諸
支
出
金
（
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
な
ど
に
）

農
林
業
費
（
農
林
業
の
活
性
化
な
ど
に
）

商
工
費
（
商
工
・
観
光
・
写
真
の
町
事
業
な
ど
に
）

衛
生
費
（
検
診
・
ご
み
処
理
・
墓
地
管
理
な
ど
に
）

そ
の
他
（
議
会
・
消
防
な
ど
そ
の
他
の
事
業
に
）

そ
の
他

そ
の
他

町
税

特 別 会 計 起 債 残 高

臨 時 財 政 対 策 債 残 高

一 般 会 計 起 債 残 高 （ 臨 財 債 除 く ）

■
平
成
22
年
度
末
の
町
債
（
借
金
）
残
高

■
平
成
22
年
度
末
の
基
金
（
貯
金
）
残
高

55
億
8,
54
5万
円

18
億
8,
23
5万
円

74
億
6,
78
0万
円

一
般
会
計
（
臨
財
債
含
む
）

特
別
会
計

合
計

（
た
だ
し
、
町
債
残
高
の
う
ち
、
国
か
ら
約
35
億
7,0
00
万
円
補
て
ん

　
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
債
の
実
質
残
高
は
約
38
億
9,0
00
万
円
で
す
）

一
般
会
計

特
別
会
計

合
計

24
億
4,
67
4万
円

6万
円

24
億
4,
68
0万
円

50
0

1,
00
0

1,
50
0

2,
00
0

2,
50
0

H
22

H
21

H
20

H
18

H
18

20 103040 0

一
般
会
計

2,
44
7

2,
04
0

2,
13
8

2,
25
5

2,
27
2

0

1,
00
0

2,
00
0

3,
00
0

4,
00
0

5,
00
0

H
22

H
21

H
20

H
19

H
18

39

9
9

0
0

4,338

4,122

3,915

3,698

1,177

1,257

1,318

1,456

2,120

2,059

2,000

1,971

3,945
1,640
1,882

0

特
別
会
計

（
万
円
）

（
百
万
円
）

（
百
万
円
）

（
年
度
）

（
年
度
）

　
町
債
現
在
高
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
地
方
交
付
税
か
ら
の
振
り
替
え

に
よ
る
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
で
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
通
常
債
の

発
行
額
を
当
該
年
度
起
債
償
還
額
以
内
に
目
標
を
設
定
し
、
同
22
年
度

末
の
一
般
会
計
町
債
現
在
高
は
55
億
8,
54

5万
円
、
前
年
度
比
4億

3,
17
6万
円
増
（
＋
8.
4%
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
分
の
現
在
高
は
18
億
8,
23

5万
円
、
前
年
度
比
8,
82

1万
円

減
（
▲
4.
5％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
基
金
は
、
財
政
調
整
基
金
に
よ
っ
て
退
職
手
当
特
別
負
担
金
等
の

支
払
い
の
た
め
5,
32

7万
円
を
取
り
崩
し
ま
し
た
が
、
歳
出
で
効
率

的
な
事
業
執
行
と
可
能
な
限
り
の
経
費
の
節
減
で
公
共
施
設
整
備
基

金
に
1億

2,
96

6万
円
、
減
債
基
金
に
4,
14

7万
円
積
み
立
て
た
結

果
、
同
22
年
度
末
の
一
般
会
計
基
金
現
在
高
は
24
億
4,
67

4万
円
、

前
年
度
比
1,
92
4万
円
増
（
＋
8.
5％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
分
は
6万
円
と
、
前
年
度
と
変
動
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
平
成
22
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
財
政
健
全
化
法
」
）
が
平
成
19
年
6月
に
成
立
、
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
財
政
の
運
営
状
況
を
比
率
で
表
し
、
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
運
営
状
況
を
見
直
す
た
め
の
計
画
を
作
成
し
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
東
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

※
実
質
赤
字
比
率
及
び
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
す
べ
て
の
会
計
に
お
い
て
赤
字
額
が
な
い
た
め
「
－
」
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方
債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の
公
債
費
や
公
債
費
に
準
じ
た
経
費
を
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
割
っ
た
も
の
で
3カ
年

　
の
平
均
値
を
表
し
て
い
ま
す
。
早
期
健
全
化
基
準
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
将
来
負
担
比
率
は
、
将
来
的
に
負
担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
実
質
的
な
負
担
額
を
把
握
し
、
負
担
の
償
還
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
基
金
な
ど
を
差

　
し
引
い
た
額
を
、
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
で
割
っ
た
も
の
。
早
期
健
全
化
基
準
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
資
金
不
足
比
率
は
、
特
別
会
計
に
お
い
て
赤
字
額
が
な
い
た
め
、
「
－
」
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
に
あ
た
る
公
営
企
業
会
計
に
お
け
る
赤
字
額
に
つ
い
て
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
と
な
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

将
来
負
担
比
率

35
0.
0

実
質
赤
字
比
率

15
.0

20
.0

連
結
実
質
赤
字
比
率

20
.0

40
.0

実
質
公
債
費
比
率

15
.3

－ － 10
.6

（
21
.4
）

（
－
）

（
－
）

－ － －
（
－
）

（
－
）

（
－
）

（
12
.1
）

25
.0

35
.0

区
分

決
算
数
値
（
 
）
内
は
H
2
1

決
算
数
値
（
 
）
内
は
H
2
1

早
期
健
全
化
基
準

財
政
再
生
基
準

資
金
不
足
比
率
の
状
況
（
公
営
企
業
会
計
）

下
水
道
事
業
特
別
会
計

20
.0

宅
地
造
成
事
業
特
別
会
計

20
.0

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

20
.0

区
分

経
営
健
全
化
基
準

地
方
交
付
税

地
方
交
付
税

町
債

町
債

国
・
道
支
出
金

町
税

国
・
道
支
出
金

■
性
質
別
歳
入
決
算
額
の
推
移

■
性
質
別
歳
出
決
算
額
の
推
移

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
室
☎
82
-2
11
1（
内
線
22
7）

H
21

H
20

H
19

H
18

1,
80
2,
25
0

67
9,
10
7

62
6,
50
0

50
2,
57
3

78
7,
96
4

1,
77
7,
35
2

82
6,
70
3

33
0,
65
8

51
3,
93
9

76
0,
14
5

1,
85
7,
00
4

84
6,
87
2

31
3,
56
7

87
2,
94
7

77
4,
24
0

1,
92
7,
15
2

85
2,
66
6

40
3,
66
9

83
3,
61
7

81
6,
97
1

H
22

2,
04
6,
73
2

84
7,
23
7

90
9,
81
8

1,
64
6,
28
0

81
7,
98
3

単
位
：
千
円

単
位
：
千
円

0

そ
の
他

投
資
的
経
費

繰
出
金

公
債
費

物
件
費

人
件
費

補
助
費
等

扶
助
費

そ
の
他

投
資
的
経
費 繰
出
金

公
債
費

物
件
費

人
件
費

補
助
費
等

扶
助
費

H
20

H
19

H
18

H
21

86
2,
20
7

64
7,
31
3

18
0,
38
7

80
0,
07
7

55
7,
17
9

16
5,
59
3

87
1,
35
6

17
6,
62
8

85
6,
64
1

71
3,
04
4

19
0,
91
4

77
2,
50
2

56
0,
41
5

18
4,
09
7

59
5,
96
4

20
9,
89
6

81
3,
28
9

77
3,
29
5

19
6,
34
5

83
9,
89
5

55
1,
17
4

22
6,
71
5

85
1,
57
2

22
6,
21
5

83
8,
13
5

88
3,
69
3

22
5,
53
9

77
9,
06
6

57
2,
03
8

21
9,
88
4

1,
02
3,
83
3

18
7,
52
5

H
22

85
1,
51
0

1,
00
4,
06
7

31
2,
60
6

89
7,
21
1

56
4,
33
0

21
3,
40
5

1,
85
1,
02
8

39
9,
81
9

50
0,
00
0

1,
00
0,
00
0

1,
50
0,
00
0

2,
00
0,
00
0

（
借
金
・
貯
金
）

　
町
債
（
借
金
）
残
高
は
…

　
国
か
ら
の
補
て
ん
を
除
い
た
町
債
残
高
は
…

　
基
金
（
貯
金
）
残
高
は
…

（
収
入
）

　
町
税
の
負
担
は
…

　
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
は
…

　
使
用
料
・
手
数
料
の
負
担
は
…

（
支
出
）

　
人
件
費
は
…

　
投
資
的
経
費
（
建
設
事
業
）
は
…

・
地
域
情
報
通
信
基
盤
推
進
整
備
事
業

・
共
生
型
サ
ロ
ン
整
備
工
事

・
第
3地
区
飲
用
水
整
備
工
事

・
第
3地
区
地
域
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

・
地
域
水
田
農
業
再
編
緊
急
整
備
事
業

・
ｷﾄ
ｳｼ
森
林
公
園
駐
車
場
整
備
事
業

・
ｷﾄ
ｳｼ
森
林
公
園
塗
装
改
修
事
業

・
公
共
施
設
ト
イ
レ
改
修
事
業

・
上
キ
ト
ウ
シ
道
路
改
修
事
業

・
西
10
号
道
路
改
良
事
業

・
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉
線
防
犯
灯
設
置
事
業

・
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業

・
小
学
校
耐
震
改
修
事
業

27
0,
06
1千
円

87
,0
09
千
円

20
,8
01
千
円

19
7,
94
4千
円

19
,8
83
千
円

27
,6
21
千
円

10
,4
69
千
円

15
,5
40
千
円

23
,6
25
千
円

65
,5
31
千
円

15
,2
25
千
円

39
,8
73
千
円

22
8,
84
8千
円

・
広
域
観
光
支
援
施
設
整
備
工
事

・
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
工
事

・
町
有
林
造
成
事
業

・
旭
岳
ｸﾛ
ｽｶ
ﾝﾄ
ﾘｰ
ｺｰ
ｽ木
橋
改
修
事
業

・
西
10
号
南
道
路
新
設
事
業

・
天
人
峡
天
津
橋
架
替
え
事
業

・
道
の
駅
駐
車
場
増
設
事
業

・
北
立
団
地
道
路
新
設
事
業

・
清
流
団
地
整
備
事
業

・
中
学
校
耐
震
改
修
事
業

63
,2
10
千
円

21
,3
06
千
円

17
,9
19
千
円

5,
34
6千
円

50
,0
93
千
円

14
4,
19
8千
円

46
,5
41
千
円

34
,1
19
千
円

85
,3
93
千
円

19
6,
89
6千
円

ま
ち
の
家
計
簿

7
6
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809010
0

1.
総
括

2.
職
員
の
平
均
給
与
月
額
、
初
任
給
等
の
状
況

7,
86

3
17

.7
2

22
年
度

人
千
円

千
円

千
円

％
％

⑴
人
件
費
の
状
況
（
普
通
会
計
決
算
）

東 川 町 職 員 の 給 与 ・

　 　 　 　 職 員 数 の あ ら ま し

　 町 職 員 の 給 与 、 職 員 数 の あ ら ま し を お 知 ら せ し ま す 。

東 川 町 職 員 の 給 与 ・

　 　 　 　 職 員 数 の あ ら ま し

　 町 職 員 の 給 与 、 職 員 数 の あ ら ま し を お 知 ら せ し ま す 。

 区
　
分

住
民
基
本
台
帳

人
口

（
22
年
度
末
）

21
年度

の人
件費

率

歳
出

額

職
員
数

実
質
収
支

人
件

費
人
件
費
率

（
参
考
）

A
B

B／
A

83
33

4,
65

1
60

,0
95

12
3,

63
9

51
8,

38
5

6,
24

6
22
年
度

人
千
円

千
円

37
3,

13
3

32
1,

35
7

41
.7

39
7,

72
3

歳
円

円
円

千
円

千
円

千
円

⑵
職
員
給
与
費
の
状
況
（
普
通
会
計
決
算
）

⑶
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況
（
各
年
4月
1日
現
在
）

⑴
職
員
の
平
均
年
齢
、
平
均
給
料
月
額
及
び
平
均
給
与
月
額
の
状
況
（
23
年
４
月
１
日
現
在
）

 区
　
分

Ｂ
／
Ａ

給
料

職
員
手
当

計
　
B

期
末・
勤
勉
手
当

給
与

費

区
分

公
務

員

東
川

町

59
.0
歳

54
.8
歳

57
.6
歳

平
均
年
齢

2人 1人

職
員
数

3人

37
4,

75
0円

※
※
※

平
均
給
料
月
額

37
4,

66
6円

39
3,

55
0円

※
※
※

平
均
給
料

月
額（

A）
39

8,
19

7円

用
務
員

営
業
用
バ
ス

運
転
者

対
応
す
る
民
間

の
類
似
職
種

－

民
間

53
.8
歳

46
.1
歳

平
均
年
齢

－

21
3,

60
0円

31
5,

90
0円

平
均
給
料

月
額（

B）
－

参
　
　
考

A/
B

1.
84－ －

公
務

補

運
転
技
術
員

平
均
年
齢

区
分

東
川

町

平
均
給
料
月
額

平
均
給
与
月
額

平
均
給
与
月
額

（
国
ベ
ー
ス
で
算
定
）

一人
当た

り給
与費

A

（
注
）
１
　
職
員
手
当
に
は
退
職
手
当
を
含
ま
な
い

　
　
　
２
　
職
員
数
は
平
成
22
年
4月
1日
現
在
の
人
数

17
2,

20
0円 27

2,
10

0円

24
3,

10
0円

31
0,

00
0円

28
0,

90
0円

37
2,

60
0円

31
9,

20
0円

17
2,

20
0円

14
0,

10
0円

14
0,

10
0円

⑵
 職
員
の
初
任
給
の
状
況
（
23
年
４
月
１
日
現
在
）

⑶
 職
員
の
経
験
年
数
別
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額
の
状
況
（
22
年
４
月
１
日
現
在
）

区
分

備
考

区
分

経
験
年
数
10
年
以
上
15
年
未
満

経
験
年
数
15
年
以
上
20
年
未
満

経
験
年
数
20
年
以
上
25
年
未
満

東
川

町
　

国
　

一
般
行
政
職

一
般
行
政
職

高
校

卒

大
学

卒

大
学

卒

高
校

卒

3.
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
等
の
状
況

⑴
 級
別
職
員
数
の
状
況
（
22
年
4月
1日
現
在
）

⑵
 昇
給
へ
の
勤
務
成
績
の
反
映
状
況

　
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
４
号
俸
（
55
歳
を
超
え
る
場
合
は
2号
俸
）
を
標
準
と
し
て
昇
給
し
て
い
る
。

 区
　
分

標
準
的
な
職
務
内
容

合
　
　
　
計

構
成
比

職
員
数

1　
級

人 人 人人 人 人

10

人
62

％ ％ ％％ ％ ％

16
.1

3

6　
級

7
11

.2
9

5　
級

15
24

.2
0

4　
級

14
22

.5
8

3　
級

11
17

.7
4

2　
級

5
8.

06

定
型
的
な
業
務
を
行
う
職
務

困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
課
長
等
の
職
務

１
．
課
長
等
の
職
務

２
．
困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
室
長
等
の
職
務

１
．
主
任
の
職
務

２
．
主
査
の
職
務

１
．
室
長
の
職
務

２
．
困
難
な
業
務
を
処
理
す
る
主
任
の
職
務

特
に
高
度
な
知
識
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る

業
務
を
行
う

（
注
）
１
　
東
川
町
の
給
与
条
例
に
基
づ
く
給
料
表
の
級
区
分
に
よ
る
職
員
数
で
す
。

　
　
　
２
　
標
準
的
な
職
務
内
容
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
級
に
該
当
す
る
代
表
的
な
職
務
で
す
。

4.
職
員
の
手
当
の
状
況

－

⑴
 期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

⑵
 退
職
手
当
（
23
年
4月
1日
現
在
）

東
川
町

国
１
人
当
た
り
平
均
支
給
額
（

22年
度
）

1,6
62
　
　
千
円
　

（
加
算
措
置
の
状
況
）

　
職
制
上
の
段
階
、
職
務
の
級

　
等
に
よ
る
加
算
措
置

（
加
算
措
置
の
状
況
）

　
職
制
上
の
段
階
、
職
務
の
級

　
等
に
よ
る
加
算
措
置

（
22
年
度
支
給
割
合
）

　
期
末
手
当

　
2.6

0月
分

勤
勉
手
当

1.3
5月
分

（
22
年
度
支
給
割
合
）

　
期
末
手
当

　
2.6

0月
分

勤
勉
手
当

1.3
5月
分

東
川
町

国

（
注
１
）
　
退
職
手
当
の
１
人
当
た
り
平
均
支
給
額
は
、
前
年
度
に
退
職
し
た
全
職
種
に
係
る
職
員
に

　
　
　
　
　
支
給
さ
れ
た
平
均
額
で
す
。

（
注
２
）
　
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
よ
り
支
給

6級
 11
.29
%

5級
 24
.2%

2級
 8.
06
%

1級
 16
.13
%

4級 22
.58
%

3級 17
.74
%

6級
 8.
5%

5級
 18
.3%

2級
 3.
7%

1級
 8.
5%

4級 34
.2% 3級 26
.8%

6級
 9.
2%

5級
 11
.0%

2級
 4.
6%

1級
 5.
5%

4級 29
.3% 3級 40
.4%

10
0% 90
%

80
%

70
%

60
%

50
%

40
%

30
%

20
%

10
% 0%

（
注
）
　
平
成
18
年
4月
よ
り
給
料
表
の
級
区
分
が
8級
制
か
ら
6級
制
の
変

　
　
　
　
わ
っ
た
た
め
、
5年
前
の
数
値
は
6級
制
に
あ
わ
せ
た

平
成
22
年
の
構
成
比

1年
前
の
構
成
比

5年
前
の
構
成
比

○
職
員
の
構
成
比

勤
続

20
年

勤
続

25
年

勤
続

35
年

最
高
限
度
額

そ
の
他
の
加
算
措
置
　
定
年
前
早
期
退
職
特
例
措
置

1人
当
た
り
平
均
支
給
額

自
己
都
合

23
.50

 月
分

33
.50

 月
分

47
.50

 月
分

59
.28

 月
分 0円

勧
奨
・
定
年

30
.55

 月
分

41
.34

 月
分

59
.28

 月
分

59
.28

 月
分

18
,58

2千
円

勤
続

20
年

勤
続

25
年

勤
続

35
年

最
高
限
度
額

そ
の
他
の
加
算
措
置
　
定
年
前
早
期
退
職
特
例
措
置

　
　
　
　
　
　
　
（

2％
～

20
％
加
算
）

自
己
都
合

23
.50

 月
分

33
.50

 月
分

47
.50

 月
分

59
.28

 月
分

勧
奨
・
定
年

30
.55

 月
分

41
.34

 月
分

59
.28

 月
分

59
.28

 月
分

税
務
職
、
技
能
労
務
職
、
教
育
公
務
員
、

保
健
職
も
含
む

（
注
）
１
.「
平
均
給
料
月
額
」
と
は
、
23
年
4月
1日
現
在
に
お
け
る
職
員
基
本
給
の
平
均
で
す
。

　
　
　
２
.「
平
均
給
与
月
額
」
と
は
、
給
料
月
額
と
毎
月
支
払
わ
れ
る
扶
養
手
当
、
調
整
手
当
、
住
居
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
の
諸
手
当
の
額
を
合
計
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
３
．
技
能
労
務
職
の
民
間
デ
ー
タ
は
、
厚
生
労
働
省
が
公
表
す
る
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
報
告
」
の
平
成
19
年
～
同
21
年
の
３
カ
年
平
均
で
す
。

※
平
均
給
与
月
額
（
国
ベ
ー
ス
）
の
平
均
年
齢
は
42
.3歳
で
す
。

東
川
町

類
似
団
体
平
均

全
道
町
村
平
均

（
H
17
）

97
.1

（
H
17
）

95
.5

（
H
17
）

95
.3

（
H
22
）

99
.5

（
H
22
）

97
.4

（
H
22
）

96
.0

一
般
行
政
職
（
職
員
数
62
名
）

技
能
労
務
職

13
.9

7
85

1,
51

0
14

8,
54

9
6,

09
3,

97
6

職
員
の
給
与
・
職
員
数

（
注
）
１
．
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
10
0と
し
た
場
合

　
　
　
　
　
の
地
方
公
務
員
の
給
与
水
準
を
示
す
指
数
で
す
。

　
　
　
２
．
類
似
団
体
平
均
と
は
、
人
口
規
模
、
産
業
構
造
が
類
似
し
て
い
る
団
体
の

　
　
　
　
　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
単
純
平
均
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
３
．
比
較
す
る
年
齢
階
層
が
5歳
刻
み
の
た
め
、
小
さ
な
町
村
で
は
、
給
与
水
準

　
　
　
　
　
が
変
わ
ら
な
く
て
も
、
上
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
支
給
率
）

（
支
給
率
）

9
8
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夜
間
看
護
手
当

放
射
線
業
務
従
事

手
当

⑶
 特
殊
勤
務
手
当
（
23
年
4月
1日
現
在
）

支
給
職
員

1人
当
た
り
平
均
支
給
年
額
（

22
年
度
決
算
）
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東
川
第
二
小
学
校
で

◀
昨
年
12
月
６
日
、自
宅
で

　（
陸
斗
ち
ゃ
ん
生
後
36
日
目
）

　 道 内 で 宇 宙 ロ ケ ッ

ト を 民 間 研 究 開 発 し

て い る ㈱ 植 松 電 機

（ 赤 平 、 植 松 清 社 長 ）

の 植 松 努 専 務 を 講 師

に 迎 え て 、 昨 年 11 月

25 日 、 農 村 環 境 改 善

セ ン タ ー で 「 思 う は

招 く 〜 夢 が あ れ ば 何

で も で き る 」 と 題 し

て 講 演 会 が 開 か れ ま

し た 。

　 東 川 町 母 と 女 性 教 職 員 の つ ど い 事 務

局 （ 第 三 小 ・ 千 葉 恭 子 事 務 局 長 ） が 開

き ま し た 。

　 「 頑 張 る こ と で 夢 は か な う 。 で も

『 ど う せ 無 理 』 と 周 囲 か ら 言 わ れ 、 自

分 に も 言 い 訳 し て 、 や る 前 か ら み ん な

夢 を あ き ら め さ せ ら れ て い る 。 誰 か が

あ き ら め 方 を 教 え て い る 。 お と な し く

て 聞 き 分 け が 良 く て 、 言 い 訳 し な い 子 、

大 人 に と っ て 都 合 の 良 い 子 を 作 り 出 し

て い る 。 そ し て 頑 張 れ な い 人 が ど ん ど

ん 増 え て い る 。 頑 張 れ な い 人 は 、 ほ し

い も の を 人 か ら 奪 う よ う に な る 」 。

　 「 夢 を 実 現 す る に は 、 あ き ら め な け

れ ば い い 。 失 敗 し た ら ど う す れ ば い い

の か 、 と プ ラ ン Ｂ も 考 え る 。 ど う す れ

ば 分 か る よ う に な る の か

を 考 え れ ば 何 で も 出 来 る 」

な ど と 話 し ま し た 。

　 植 松 さ ん は 、 宇 宙 ロ ケ

ッ ト 開 発 の た め に ㈱ カ ム

イ ス ペ ー ス ワ ー ク ス （ 赤

平 ） を 立 ち 上 げ 、 固 体 燃

料 エ ン ジ ン の 「 カ ム イ ロ

ケ ッ ト 」 を 開 発 し て い ま

す 。

　 10 月 、 第 二 小 で ロ ケ ッ

ト 教 室 を 開 き 、 一 緒 に 手

作 り ロ ケ ッ ト を 作 っ て 大 空 に 打 ち 上 げ

ま し た 。

　 席 上 、 同 連 盟 役 員 を ３ 期 ６ 年 以 上 務

め た 金 野 照 雄 、 植 田 美 根 子 、 小 坂 恭 子 、

橋 本 博 の ４ 氏 を 役 員 表 彰 、 15 年 以 上 活

動 し て い る 10 団 体 、 各 団 体 で ５ 年 以 上

役 員 を 務 め た 31 人 を 表 彰 し ま し た 。

　 60 周 年 を 記 念 し て 、 記 念 誌 「 播 」

（ Ａ ４ 版 、 53 ㌻ ） も 限 定 発 行 し ま し た 。

１ ９ ５ ２ （ 昭 和 27 ） 年 に 発 足 以 来 活 動

し て き た 同 協 議 会 の 歩 み 、 加 盟 サ ー ク

ル の 活 動 の 内 容 な ど を 詳 し く 紹 介 し て

い ま す 。

　 昨 年 11 月 27 日 、 農 村 環 境 改 善 セ ン タ

ー で 東 川 町 文 化 連 盟 協 議 会 （ 林 房 司 会

長 ） の 創 立 60 周 年 記 念 式 典 ・ 祝 賀 会 が

行 わ れ ま し た 。

　 俳 句 、 詩 吟 、 囲 碁 、 陶 芸 、 コ ー ラ ス 、

写 真 、 大 正 琴 な ど 加 盟 20 団 体 で 活 動 し

て い る 約 １ ５ ０ 人 が 出 席 し ま し た 。 松

岡 市 郎 町 長 は 「 い ろ い ろ な 文 化 活 動 が

想 像 力 、 個 性 、 自 己 表 現 力 を 高 め 、 生

き る 喜 び に も つ な が っ て き た 」 と さ ま

ざ ま な 活 動 に 敬 意 を 表 し ま し た 。

　 町 内 に 70 億 人 目 の 地 球 市 民 が 誕 生 し

ま し た 。 お 母 さ ん の 愛 情 い っ ぱ い に す

く す く と 育 っ て い ま す 。

　 35 区 、 農 業 、 秋 山 雅 彦 さ ん （ 21 ） 、

早 由 里 さ ん （ 21 ） の 長 男 、 陸 斗 ち ゃ ん

（ 零 歳 ） 。 昨 年 10 月 31 日 、 旭 川 市 内 の

病 院 で 誕 生 し ま し た 。

　 昨 年 10 月 30 日

か ら 翌 31 日 に か

け て の 深 夜 に 生

ま れ た 世 界 中 の

赤 ち ゃ ん を 対 象

に 、 Ｕ Ｎ Ｆ Ｐ Ａ

（ 国 連 人 口 基 金 ）

が 認 定 し ま し た 。 町 内 で は 陸 斗 君 一 人

だ け が 対 象 。

　 雅 彦 さ ん 、 早 由 里 さ ん の 二 人 は 昨 年

３ 月 26 日 に 結 婚 、 ３ 千 １ ０ ０ ㌘ で 元 気

に 誕 生 し た 待 望 の 長 男 で す 。 「 入 院 し

て か ら す ぐ に 生 ま れ て く れ て 安 産 で し

た 。 元 気 に 育 っ て く れ れ ば 大 丈 夫 」 と

目 を 細 め て い ま す 。 　 　

　 昨 年 町 内 に 誕 生 し た 赤

ち ゃ ん は 45 人 （ 12 月 20 日

現 在 ） 。 町 で は 生 後 １ ０

０ 日 の 1 月 下 旬 ご ろ を め

ど に 「 君 の 椅 子 」 を プ レ

ゼ ン ト す る 予 定 で す 。

70 億 人 目 の 地 球 市 民 誕 生70 億 人 目 の 地 球 市 民 誕 生

文 連 、 60 周 年 記 念 で 新 た な 歩 み文 連 、 60 周 年 記 念 で 新 た な 歩 み

夢 の 実 現 に 向 か う 心 の 大 切 さ を 話 す夢 の 実 現 に 向 か う 心 の 大 切 さ を 話 す

　 昨 年 12 月 ３ 日 、 ひ が し

か わ 観 光 協 会 が 主 催 し て 、

大 雪 山 旭 岳 で ク ロ ス カ ン

ト リ ー ス キ ー 教 室 と 講 演

会 を 開 き ま し た 。

　 講 師 は J R 北 海 道 ス キ

ー 部 （ 岡 本 秀 男 監 督 ） ク

ロ ス カ ン ト リ ー ス キ ー 選

手 の 夏 見 円 さ ん （ 33 ） 。

ク ロ ス カ ン ト リ ー ス キ ー

の 本 格 練 習 シ ー ズ ン を 迎

え た 旭 岳 コ ー ス で 、 東 川 、 旭 川 、 美 瑛 、

鷹 栖 、 当 麻 の 近 隣 小 ・ 中 学 生 31 人 が オ

リ ン ピ ッ ク 出 場 経 験 を 持 つ 夏 見 選 手 か

ら 基 本 テ ク ニ ッ ク を 学 び ま し た 。

　 基 本 は ① 左 右 の ポ ー ル を 一 緒 に 前 に

出 し て 進 む 「 ダ ブ ル ポ ー ル 」 ② 交 互 に

体 重 を 乗 せ た 蹴 り 足 を 後 ろ に す り 出 し 、

足 を す ば や く 戻 し て 進

む 「 一 歩 滑 走 」 ③ 交 互

に ポ ー ル を 出 し て 進 む

「 ダ イ ヤ ゴ ナ ル 」 ④ 左

右 タ ー ン ― の ４ テ ク ニ

ッ ク 。

　 講 習 参 加 の 生 徒 の 中

に は 「 お 兄 ち ゃ ん が ク

ロ ス カ ン ト リ ー の 選 手

だ か ら 応 援 を し て い て

や っ て み た く な っ た 」

な ど と 初 心 者 も 大 勢 。 ス テ ッ プ 、 タ イ

ミ ン グ 、 リ ズ ム 、 体 重 の 乗 せ 方 を 初 歩

か ら 学 び ま し た 。

　 同 コ ー ス で は こ の 日 、 合 宿 中 の ９ 大

学 の 学 生 選 手 56 人 が 参 加 し て シ ー ズ ン

恒 例 の 学 生 対 抗 ク ロ ス カ ン ト リ ー ス キ

ー 記 録 会 も 行 わ れ ま し た 。

い メ ニ ュ ー が ず ら り 。 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 ね お

す 大 雪 山 自 然 学 校 は 会 場 に テ ン ト を 張

っ て 特 製 マ シ ュ マ ロ 焼 き を 提 供 し ま し

た 。

　 出 演 し た の は 旭 川 市 内 で ラ イ ブ 活 動

し て い る ゴ ス ペ ル コ ー ラ ス 、 ６ 人 編 成

ジ ャ ズ の ２ グ ル ー プ 。 迫 力 の 演 奏 を 会

場 い っ ぱ い に 響 か せ ま し た 。

ト ラ イ ン か ら 若 鶏 の ク リ ー ム 煮 と 豚 肉

の 田 舎 風 パ テ 、 フ ラ ン ス 直 輸 入 ワ イ ン 、

（ 有 ） ア グ リ テ ッ ク か ら マ ヨ ネ ー ズ フ

ォ ン デ ュ ー 、 つ き た て の き な こ 餅 、 ご

ま 餅 、 東 川 町 観 光 協 会 の 特 製 お で ん 、

旭 川 製 麺 ㈱ の 特 製 ラ ー メ ン な ど お い し

　 昨 年 12 月 ４ 日 夜 、 ㈱ 東 川 振 興 公 社 が

キ ト ウ シ 森 林 公 園 物 産 セ ン タ ー で 今 冬

初 の ラ イ ブ 「 ロ マ ン チ ッ ク ・ ナ イ ト コ

ン サ ー ト 」 を 開 き ま し た 。

　 旭 岳 温 泉 の ホ テ ル ・ ラ ビ ス タ の ロ ー

ス ト ビ ー フ 、 カ レ ー ラ イ ス 、 ㈱ イ ー ス

　 デ ジ タ ル カ メ ラ

を 使 っ た 写 真 の 表

現 を 学 習 の 中 で 取

り 入 れ て い る 東 川

第 二 小 、 東 川 小 で 、

昨 年 12 月 、 そ れ ぞ

れ 写 真 教 室 を 開 き

ま し た 。

　 12 月 ７ 日 、 第 二

小 で は ５ 、 ６ 年 生

12 人 が 「 秋 の 写 真

教 室 」 と し て 写 真

の 撮 り 方 を 学 び ま し た 。

　 町 内 在 住 の 写 真 家 、 奥 田 實 さ ん が 講

師 。 各 自 思 い 思 い に 事 前 撮 影 し た 秋 の

ベ ス ト シ ョ ッ ト を 持 ち 寄 り 、 テ レ ビ モ

ニ タ ー の 大 画 面 で 「 ア カ ト ン ボ は も っ

と 大 き く ア ッ プ で 撮 っ た ほ う が 良 い ね 」

な ど 、 上 手 に 撮 っ て 自 然 に

親 し む ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ

イ ス を し ま し た 。
◇

　 同 月 14 日 、 東 川 小 で は ４

年 生 54 人 の 写 真 ワ ー ク シ ョ

ッ プ を 開 き ま し た 。

　 講 師 は 町 内 在 住 の 写 真 家 、

飯 塚 達 央 さ ん 。 教 室 で カ メ

ラ の 使 い 方 を 習 っ た ら 、 ４ 、

５ 人 ず つ の グ ル ー プ に な っ

て 写 し た い テ ー マ を 決 め 、

さ っ そ く 学 校 の 中 や 校 外 に 飛 び 出 し ま

し た 。 雪 の 上 に 長 く 伸 び た 自 分 た ち の

影 を 撮 っ た り 、 友 達 が 舞 い 上 げ た 雪 と

元 気 い っ ぱ い の 笑 顔 を 撮 っ て 写 真 を 写

す 楽 し さ を 満 喫 し ま し た 。

未 来 の カ メ ラ マ ン 目 指 し て 本 格 撮 影 に 挑 戦未 来 の カ メ ラ マ ン 目 指 し て 本 格 撮 影 に 挑 戦

キ ト ウ シ 森 林 公 園 で ロ マ ン チ ッ ク ・ ナ イ ト コ ン サ ー トキ ト ウ シ 森 林 公 園 で ロ マ ン チ ッ ク ・ ナ イ ト コ ン サ ー ト

Ｊ Ｒ ス キ ー 部 、 夏 見 選 手 が 旭 岳 で ス キ ー 教 室Ｊ Ｒ ス キ ー 部 、 夏 見 選 手 が 旭 岳 で ス キ ー 教 室
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

　

昨
年
11
月
23
日
、
小
西
健
二
音
楽
堂
で
初

の
チ
ェ
ン
バ
ロ
＆
ク
ラ
ビ
コ
ー
ド
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
、
ク
ラ
ビ
コ
ー
ド
、
チ
ェ
ン
バ
ロ

の
演
奏
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
筒
井
一
貴

さ
ん
（
東
京
）
が
初
来
町
し
、
ク
ラ
ビ
コ
ー

ド
で
18
世
紀
の
古
典
派
音
楽
家
、
ハ
イ
ド
ン
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
室
内
楽
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
で

17
世
紀
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
音
楽
家
、
フ
ロ
ー

ベ
ル
ガ
ー
、
ル
イ
･
ク
ー
プ
ラ
ン
２
人
の
組

曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
ピ
ア
ノ
の
前
身
の
楽
器
と
い
わ

れ
、
今
で
は
聞
く
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
楽

器
で
す
。
静
か
で
優
し
い
響
き
、
バ
ロ
ッ
ク

の
音
色
に
、
約
40
人
の
観
客
は
す
っ
か
り
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。

　

筒
井
さ
ん
は
古
典
鍵
盤
楽
器
へ
の
造
詣
が

深
く
、
各
地
で
ク
ラ
ビ
コ
ー
ド
、
チ
ェ
ン
バ

ロ
の
演
奏
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
故
小
西
健

二
さ
ん
愛
用
だ
っ
た
チ
ェ
ン
バ
ロ
が
、
ま
っ

た
く
使
わ
れ
な
い
ま
ま
休
眠
し
て
い
る
こ
と

を
聞
き
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
引
き
受
け
て

く
れ
ま
し
た
。

　

持
参
し
た
愛
用
の
ク
ラ
ビ
コ
ー
ド
は
、
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
（
１
７
５
６
年
│
１
７
９
１
年
）

が
終
生
愛
用
し
た
と
い
う
旅
行
用
楽
器
の
完

全
複
製
版
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

テ
ィ
ー
豊
か
な
音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

小
さ
い
子
供
用
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

会
も
同
時
開
催
。
ロ
ビ
ー
で
は
、
商
工
会
青

年
部
提
供
の
ビ
ー
ル
、
お
つ
ま
み
、
お
に
ぎ

り
、
た
こ
焼
き
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
登
場
。

町
内
協
賛
店
が
用
意
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当

た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
の
商
品
も
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス
気
分

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
18
日
、
東
川
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
て
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
「
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ　

ｄ
ｅ　

パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
開
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
音
楽
バ
ン
ド
が
出
演
す
る
ク
リ
ス

マ
ス
シ
ー
ズ
ン
恒
例
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
。

町
内
お
な
じ
み
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
演
奏
、
高
校
ジ
ャ
ズ
ク

ラ
ブ
の
出
演
な
ど
、
８
グ
ル
ー
プ
が
バ
ラ
エ

　

大
学
生
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
町
内
第
３

地
区
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
を
ク
リ

ス
マ
ス
訪
問
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
23
日
、
旭
川
大

学
の
経
済
経
営
、
保
健
看
護
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
福
祉
３
学

科
の
学
生
18
人
が
町
内
27
人

の
お
宅
を
回
り
ま
し
た
。

　

32
区
、
金
成
正
代
さ
ん

（
78
）
宅
に
は
５
人
が
訪
れ

ま
し
た
。
真
っ
赤
な
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
の
衣
装
で
持
参
し

た
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
、
食
物
栄
養
専
攻
の
学
生
手
作
り
の
ケ
ー

キ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
。
ケ
ー
キ
は
ヨ
ー

グ
ル
ト
入
り
の
レ
ア
チ
ー
ズ
風
味
で
甘
さ
は

控
え
め
。
「
お
い
し
い
ね
え
」
と
目
を
細
め

な
が
ら
、
お
楽
し
み
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
出
場

し
た
時
の
話
題
な
ど
に
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
年
目
の
訪
問
だ
け

に
、
顔
な
じ
み
に
な
っ
た
お
年

寄
り
も
多
く
、
学
生
た
ち
が
来

る
の
を
み
ん
な
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
し
た
。
年
々
ク
リ
ス
マ

ス
の
訪
問
を
希
望
す
る
方
が
町

内
に
増
え
、
訪
問
先
が
昨
年
よ

り
11
軒
増
え
ま
し
た
。
当
初
参

加
し
た
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

福
祉
学
科
の
学
生
だ
け
で
し
た

が
、
各
学
科
に
横
断
的
に
広
が
っ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。

旭
大
生
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

旭
大
生
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
ラ
イ
ブ
で
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
ラ
イ
ブ
で
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー

チ
ェ
ン
バ
ロ
＆
ク
ラ
ビ
コ
ー
ド
の
初
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ェ
ン
バ
ロ
＆
ク
ラ
ビ
コ
ー
ド
の
初
コ
ン
サ
ー
ト

ジャカスカシャントの演奏
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

A word from another worldNo.3

!e year 2012…
Karin Strom

What will it hold? 2012 has been largely depicted in history, literature, arts and the media. Beliefs about the year 
2012 range from spiritually transformative to globally cooperative to apocalyptic. These beliefs are based largely on 
interpretations of the ancient Mayan Long Count calendar, which basically shows that the world ends in 2012.  
Books have been published, movies released and websites founded in honor of this year.  Apocalyptic musings aside, 
the year 2012 has potential for greatness. It has been designated as the International Year of Sustainable Energy for 
All, by the United Nations General Assembly. As the world seeks sustainable energy and resources this year, what 
will you be seeking in your own life? 

For me, I hope 2012 is a year of taking risks and living every moment to its fullest. I hope to take the risk of trying 
something new or going somewhere I have never gone before. In 2011, I began my adventure here in Japan. This 
year, I want to expand my experiences.  I hope to reach new heights, both physically –I hope to climb Mt. Rishri 
and mentally –I hope to improve my Japanese (among other things). Community comrades, lets encourage one 
another in our goals. 2012 -lets make it epic. 

2012年
カリン　ストロム

　2012年は、何が待ち受けているでしょうか。歴史や文学、アートやメディアで広
く語られる年2012。精神的な変容を遂げる年だとか、地球規模で助け合う年だと
か、果ては終末論まで。これらは主に古代マヤ暦（※）を元にした解釈で、2012年
この世は終わりを迎えるというものです。今年に向けて多くの本が出版され、映画
が上映され、ネットには数々のサイトが立ち上げられました。さて、そんな話はさ
ておき、この1年は素晴らしい年になる可能性を秘めています。国連（国際連合）
総会は今年を「国際持続可能エネルギー年」に指定しました。世界が維持可能な
エネルギーと資源を求める中、あなたは人生に何を求めますか。
　私は危険を冒しても、一瞬一瞬を生きる１年にしたいと思っています。何か新
しいことに挑戦したり、行ったことのないところに行ってみたい。2011年、私の冒険は日本から始まりました。今年はいろんな
経験をしたい。新たな高みを目指して、身体面では利尻山登山を、知性面ではとりわけ日本語上達を目指したい。地域の仲間
の皆さん、励まし合ってゴールを目指しましょう。2012年を記憶に残る一年に！　

　（訳：宮地晶子）

旭
大
生
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
ラ
イ
ブ
で
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー

チ
ェ
ン
バ
ロ
＆
ク
ラ
ビ
コ
ー
ド
の
初
コ
ン
サ
ー
ト

第82回

行け行け、タイガース!?

【ちょっと豆知識】宮地晶子
（※）マヤ長期暦（Mayan Long Count 
Calendar）と終末論
　メキシコやグアテマラなどで栄えた
マヤ文明。マヤの人々は天体観測に優れ、
精密な暦を持っていたそうです。そのマ
ヤ暦が２０１２年の冬至付近で終わるこ
とから人類滅亡説が流れ、ノストラダム
スの大予言に次ぐ終末論として話題にな
ったようです。

　「またあった

よ」。子供が見せ

てくれたのは電子

辞書の例文。

　「The Tigers 
has the game 
on ice.」＝タイガ
ースが試合に勝

つことは間違い

ない。そうそう、以前「トリビアの泉」というテレビ番組で

取り上げていました。

　「ジーニアス英和辞典」は阪神びいき。「the Tigers」
を使った例文がやたらと多い、という話。辞書を引いてみ

たら、出るわ、出るわ。

　「Saying “ Oh, yeah” is a habit of the Tiger’s 
manager Okada.」＝『そりゃそうや』というのがタイガ
ースの岡田監督の口癖だ。「When I got drafted by the 

Tigers, it was the happiest day of my father’s life.」
＝私がタイガースにドラフトで指名された時は、父にとっ

て人生最良の日であった。「The Tigers won a crucial 
game that put them in first place.」＝タイガースは勝
てば首位という大事な試合をものにした、などなど…。

　辞書編集者や執筆者に関西出身者が多かったらしいで

すが、実は小学館の「プログレッシブ和英中辞典」も阪神

びいきです。イチローや松井も結構出てきます。電子辞書

の例文検索機能を使えば「Tigers」と入力するだけで、ず
らっと出てきます。

　阪神にこだわらないなら英英辞典がお薦め。私のは「オ

ックスフォード英英辞典」。基本語彙（ごい）３千語を使っ

て書かれた例文はとても自然。自分の書いた英文に自信

が持てない時にも、同じような表現がないか調べられます。

準２級レベルの人には基本語彙が２千語の「ロングマン英

英辞典」がお薦めです。例文は生きた英語に手軽に触れる

チャンス。どんどん使いましょう。
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畑
中
昭
夫
さ
ん（
54
）

　 　
八
戸
市
出
身
、帯
広
畜
産
大
学
卒
。

帯
広
市
出
身
の
妻
勢
恵
子
さ
ん（
52
）

と
二
人
三
脚
。帯
広
市
内
の
家
畜
飼

料
販
売
会
社
を
退
職
後
、趣
味
23
年

の
ハ
ム
作
り
ノ
ウ・
ハ
ウ
を
生
か
し
て
独

立
開
業
。「
山
を
見
て
い
ると
落
ち
着
く
」

「
十
勝
は
広
い
平
地
と
乳
牛
放
牧
の
風

景
な
の
で
、田
ん
ぼ
の
風
景
が
新
鮮
に

感
じ
る
」「
水
が
良
い
」と
移
住
。店
名

は
、青
森
県
出
身
に
ち
な
ん
で「
『
青
』

『
緑
』を
つ
け
た
か
っ
た
」と
「
青
森
-八

戸
間
」の
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道「
あ
お

い
森
鉄
道
」に
ち
な
ん
で
命
名
。無
添

加
手
作
り
ハ
ム
専
門
店（
製
造
販
売
）

「
あ
お
い
杜（
もり
）」（
南
町
２
丁
目
、昨

年
７
月
24
日
開
業
）。

寺
林
誠
一
さ
ん（
49
）

　 　
東
川
町
出
身
。旭
川
実
業
高
校
卒
。

20
代
に
旭
川
、札
幌
、士
別
の
飲
食
店

で
勤
務
。3
0代
で
建
設
関
連
の
会
社

（
旭
川
市
内
）に
勤
務
。３
年
前
、「
ど
ん

な
も
の
か
？
」と
札
幌
市
内
の
ピ
ザ
専

門
店
に
食
べ
に
行
き
“ピ
ン
”と
来
た
そ

う
で
す
。店
内
に
薪
窯
　
を
手
造
り
。ベ

ー
ス
生
地
は
イタ
リ
ア
製
小
麦
粉
と
国

内
小
麦
粉
の
混
合
。「『
美
瑛
で
…
』と

い
う
こ
と
も
考
え
た
が
、地
元
の
東
川

で
や
り
た
い
」と
決
意
。「
山
を
見
た
ら

落
ち
着
く
か
ら
…
」と
い
う
の
が
最
大

の
理
由
。ナ
ポ
リ
ピ
ザ
専
門
店「
ピ
ッ
ツ

ァ
亭
」（
東
町
１
丁
目
、昨
年
4月
8日
開

店
）。大
波
彰
紘
さ
ん（
42
）

   
 妻
千
幸
さ
ん（
35
）

　 　
彰
紘
さ
ん
は
札
幌
市
出
身
、札
幌
第

一
高
校
卒
。千
幸
さ
ん
は
旭
川
出
身
、

札
幌
大
学
卒
。２
年
前
、う
ど
ん
店
開

業
を
目
指
し
て
、さ
ぬ
き
麺
機（
香
川
県

三
豊
市
）の
う
ど
ん
講
習・
研
修
会
に

参
加
。仕
事
の
傍
ら
札
幌
市
内
の
うど

ん
店
で
修
行
し
て
開
業
準
備
。長
女・

ま
ど
佳
ち
ゃ
ん（
２
つ
）が
誕
生
後「
田

舎
で
伸
び
伸
び
と
子
育
て
し
た
い
」と

う
ど
ん
店
経
営
の
適
地
を
探
し
、広
々

とし
た
風
景
、空
気
感
、町
の
雰
囲
気
、

「
う
ど
ん
は
水
が
決
め
手
」と
移
住
、開

業
を
決
意
。店
名
は
妻
千
幸
さ
ん
に
ち

な
ん
で
。う
ど
ん
専
門
店「
讃
岐
う
ど
ん

千
幸
」（
東
町
１
丁
目
、昨
年
4月
15
日

開
店
）。

松 岡 　 本 日 は お 集 ま り い た だ き あ り

が と う ご ざ い ま す 。 皆 さ ん は 東 川 町

出 身 の 方 も そ う で な い 方 も い ら っ し

ゃ い ま す 。 ま ず お 店 を 開 く に い た っ

た 経 過 、 東 川 を 選 ん で い た だ い た 経

過 か ら お 話 い た だ け ま す か 。

寺 林 　 10 代 、 20 代 に 10 数 年 飲 食 店 に

勤 め て い ま し た 。 最 初 は 居 酒 屋 か ら

始 め 、 フ レ ン チ 系 の 料 理 店 で し た 。

も と も と ピ ザ は 好 き だ っ た ん で す 。

30 代 に 違 う 仕 事 を し て い ま し た 。 そ

こ を 辞 め て 自 分 で お 店 を や ろ う 、 そ

れ な ら 出 身 の 東 川 が 良 い 、 と ― 。 札

幌 に 専 門 店 が あ っ て 、 そ こ で 食 べ た

味 を 独 学 で 研 究 し ま し た 。 窯 も 見 せ

て も ら っ て 自 分 で 造 り ま し た 。

畑 中 　 前 職 は 酪 農 家 さ ん を 回 っ て 歩

数 が す ご く 多 く て び っ く り し ま し た 。

松 岡 　 お 昼 時 間 に な る と お 客 さ ん が

並 ん で い る と こ ろ を 見 か け た こ と が

あ る ん で す が 、 行 列 が 出 来 る 店 が 東

川 に 出 来 る な ん て あ り が た い こ と で

す よ ね 。

千 幸 　 う ち に 限 ら ず 、 そ う い う こ と

で 町 内 が に ぎ わ う よ う に な れ ば … と

思 い ま す 。

松 岡 　 た く さ ん 食 べ る 所 が 出 来 て き

ま し た し 、 肉 の 加 工 な ど と い う お 店

も 出 来 て 、 そ れ が 東 川 の 食 文 化 の 質

の 高 さ を 皆 さ ん に お 示 し で き て い る 。

お 互 い に 良 い 効 果 を 出 し て 、 さ ら に

お 客 さ ん に き て い た だ く こ と が 出 来

く 家 畜 の 飼 料 販 売 で し た 。 12 、 13 年

前 に 豊 富 営 業 所 に い た 時 に 右 の 視 力

を な く し ま し て 、 車 の 運 転 が 恐 い の

で 「 定 年 ま で は 勤 ま ら な い な 」 と 思

っ て い た ん で す 。 一 昨 年 、 下 の 娘 が

学 校 を 卒 業 し た の を 機 に 、 会 社 を 辞

め て 何 か や ろ う か 、 と ― 。 ハ ム 作 り

を 趣 味 で 22 、 23 年 や っ て た の で 、 趣

味 を 生 か し て 生 計 を 立 て よ う か な 、

と 思 い ま し た 。

　 離 農 し た 農 家 さ ん の 跡 地 で や り た

か っ た ん で す け れ ど 、 私 は 青 森 出 身

で 、 山 が 近 く に あ る し 、 小 さ い こ ろ

か ら 馴 染 ん で い た 田 ん ぼ の 風 景 が こ

こ に あ っ て 結 構 落 ち 着 く こ と 、 良 い

物 件 を 紹 介 し て も ら っ た こ と が 決 め

手 に な り ま し た 。

大 波 彰 紘 （ 以 下 彰 紘 ） 　 私 た ち は 最

初 、 東 川 と い う 町 を ま っ た く 知 ら ず 、

た ま た ま 友 達 が 「 東 川 っ て い い よ 」

と 言 っ て く れ て 、 ネ ッ ト で 調 べ た ん

で す 。

　 当 時 、 広 い 田 舎 風 景 の 所 で 過 ご し

た い な 、 と な ん と な く ２ 人 で 考 え て

い た ん で す 。 夫 婦 ２ 人 で 何 か や り た

い 、 と い う 気 持 ち も あ っ て 、 子 供 が

生 ま れ た の を き っ か け に 探 し 始 め ま

れ ば 良 い で す ね 。 来 て み て か ら イ メ

ー ジ が 違 う な 、 と い う こ と は あ り ま

す か 。
千 幸 　 冬 は 人 が あ ま り 歩 い て い ま せ

ん ね 。 冬 も 来 て く れ る よ う な 町 に な

る と 良 い で す ね 。

寺 林 　 今 冬 は 雪 が 早 か っ た で す が 、

「 え っ ？ 」 と 思 う ぐ ら い お 客 さ ん が

い な く な っ て び っ く り し ま し た 。

畑 中 　 夏 の 間 は 、 富 良 野 と か 旭 川 か

ら 結 構 来 て い た だ い た ん で す が … 。

美 瑛 に は 結 構 有 名 な お 店 も あ る の で 、

富 良 野 か ら 来 る お 客 さ ん に 「 美 瑛 と

か の お 店 に は 行 か れ な い ん で す か 」

と 聞 い て み た こ と が あ る ん で す 。 そ

し た 。 妻 の 祖 母 の 家 が 旭 川 で 、 旭 川

の 隣 だ か ら 、 と 決 め ま し た 。 運 命 み

た い な も ん で す ね 。

　 ２ 人 と も お そ ば 屋 さ ん に 行 っ て も

う ど ん を 注 文 し て い た ほ ど う ど ん 好

き だ っ た の で 、 う ど ん 屋 を や っ て み

よ う か 、 と 調 べ て い く う ち に ハ マ っ

て し ま っ て 、 香 川 県 の う ど ん 店 開 業

を 教 え て も ら え る 施 設 で 習 得 し ま し

た 。
　 開 店 し た こ ろ は 町 の 方 を だ れ も 知

ら な く て 、 た ま た ま う ど ん を ゆ で る

の に 失 敗 し た 時 に 、 最 初 に 町 長 が 店

に 来 た ん で す 。 そ の 思 い 出 が あ り ま

し て … 。

松 岡 　 畑 中 さ ん の 場 合 は 、 子 供 さ ん

が 学 校 を 卒 業 し た か ら 、 悠 々 自 適 な

生 活 を し よ う 、 と い う こ と で し ょ う

し 、 大 波 さ ん の 場 合 は 子 供 さ ん が 生

ま れ た か ら 田 舎 で や ろ う 、 と ち ょ っ

と 正 反 対 の よ う な 動 機 で す け れ ど 、

職 を 変 え る と い う の は 、 と も か く 決

断 が い る こ と で す ね 。

彰 紘 　 良 く 考 え て い た ら 迷 い も あ る

ん で し ょ う が 、 や り た い 気 持 ち を 一

番 大 事 に し て 、 思 い 切 っ て 決 め ま し

の 方 は 旭 川 市 内 の 大 型 シ ョ ッ ピ ン グ

セ ン タ ー に お 買 い 物 に 来 る こ と が 多

い ら し く 、 「 帰 り に 旭 川 空 港 の 脇 を

通 っ て 帰 る つ い で に 、 東 川 を 通 っ て

帰 る 」 と 言 っ て い ま し た 。

松 岡 　 駐 車 場 は ど う で す か 。 お 客 さ

ん か ら 駐 車 場 あ っ た ら い い 、 と い わ

れ ま せ ん か 。

寺 林 　 今 の 所 は 各 １ 台 ず つ な ん で す

が 、 昼 時 に 大 勢 来 る の で 、 近 隣 に 迷

惑 か け て い る よ う な と こ ろ が あ り ま

す 。 道 の 駅 に 止 め て く る 方 も い ら っ

し ゃ い ま す 。 道 の 駅 の 駐 車 場 に は 、

今 新 し い 店 舗 を 建 て て い ま す の で 、

も っ と 狭 く な っ ち ゃ い ま す ね 。

た 。
畑 中 　 酪 農 家 さ ん を 回 っ て 歩 い て い

た 時 、 全 家 庭 が 地 下 水 を 飲 用 に し て

い る の は 道 内 で 東 川 町 だ け だ 、 と い

う の を 聞 い た こ と が あ っ た 。 そ れ で

お も し ろ い な 、 と 思 っ て い た ん で す 。

大 波 千 幸 （ 以 下 千 幸 ） 　 ２ 人 で ニ セ

コ に 行 っ た り 、 小 樽 の 奥 の ほ う に 行

っ た り し て み て 、 う ど ん 屋 と し て イ

メ ー ジ し て い た も の が あ っ た の が こ

こ だ っ た ん で す 。 「 よ か っ た ね 」 と

言 っ て か ら ま も な く 物 件 も 見 つ か っ

た し 、 良 い 建 設 会 社 さ ん と め ぐ り 合

え て 家 も 建 て る こ と が で き た 。 そ う

い う こ と が 巡 り 巡 っ た ん で す 。 住 ん

で か ら の ほ う が 「 本 当 に 良 か っ た な 」

と 思 っ て い ま す 。

彰 紘 　 イ メ ー ジ と し て 、 田 舎 で も 周

り に 何 も な い と こ ろ に 家 を 建 て た い 、

と 思 っ て い ま し た 。 そ れ が ま さ し く

新 栄 団 地 と 、 遠 く に 山 が 見 え る 風 景

だ っ た 。 「 こ こ は す ご く い い な 」 と 。

札 幌 に 住 ん で い た 時 で も 星 が 少 な い 、

と い う 感 じ は そ れ ほ ど し て い な か っ

た ん で す が 、 こ こ は 夜 に な る と 星 の

畑 中 　 店 の 前 に 止 め 来 て く れ る ん で

す が 「 こ こ に 止 め て い い の ？ 」 と 聞

か れ ま す 。 冬 は 道 幅 が 狭 く な る の で

怖 い な 、 と 思 い ま す 。

松 岡 　 冬 場 人 が 交 流 し て い か な け れ

ば な ら な い 。 冬 を ど う 生 か し 、 い ろ

い ろ な 業 種 の 人 が 連 携 し な が ら 、 た

く さ ん の 人 に 来 て い た だ い て 魅 力 を

感 じ て い た だ く 、 そ の 繰 り 返 し を し

な け れ ば な ら な い と 思 っ て い ま す 。

今 、 合 宿 の 里 と い う 構 想 を 進 め て い

ま す 。 冬 場 ク ロ ス カ ン ト リ ー ス キ ー

の 選 手 た ち が 旭 岳 温 泉 に 泊 ま っ て 練

習 を す る ん で す が 、 こ の 合 宿 が 12 月

上 旬 で 終 わ っ て し ま う 。 こ の 選 手 た

ち に 町 の 中 に 泊 ま っ て い た だ い て 、

町 な か で 昼 食 、 夕 食 を と っ て い た だ

新 春 座 談 会新 春 座 談 会新 春 座 談 会
　 新 た な 年 が 幕 を 明 け ま し た 。 今 年 は 新 町 づ く り ５ カ 年 の 「 プ ラ イ ム タ

ウ ン づ く り 計 画 21 ̶ １ 」 が ス タ ー ト し ま す 。 そ こ で 、 こ れ か ら の 時 代 を

担 う ３ 人 の 方 に お 集 ま り い た だ き 、 町 長 と 一 緒 に 町 づ く り に 向 け た そ れ

ぞ れ の 思 い を 語 っ て い た だ き ま し た 。

　 明 け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。 今 年 は 、 昨 年 町 の 中 心 市 街 地 区 に 新 た に 開 業 し た お

店 の 中 か ら 、 う ど ん 店 を 開 業 し た 大 波 彰 紘 さ ん 、 千 幸 さ ん ご 一 家 、 手 作 り ハ ム 店 を 開 業 し

た 畑 中 昭 夫 さ ん 、 手 作 り ピ ザ 専 門 店 を 開 業 し た 寺 林 誠 一 さ ん と い う ３ 店 の 経 営 者 の 方 に お

集 ま り い た だ き ま し た （ 五 十 音 順 ） 。 新 た に 開 業 し た 皆 さ ん に 町 の 魅 力 な ど を 語 っ て い た

だ き ま し た 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 文 中 敬 称 略 ）

司
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「
今
、
生
き
生
き
と
」
は
休
載
し
ま
す
。

く 、 と い う ま ち づ く り を 進 め て い こ

う と 考 え て い ま す 。

　 ス ポ ー ツ ば か り で な く 、 写 真 も 大

学 の 合 宿 も 受 け 入 れ を し よ う 、 と 考

え て い ま す 。 ど う で し ょ う 、 ト ラ イ

ア ス ロ ン 選 手 と か 写 真 の 町 事 業 の 学

生 さ ん と か 、 皆 さ ん の お 店 に 寄 っ て

い ま す か ？

寺 林 　 ト ラ イ ア ス ロ ン の 選 手 が 来 て

い ま し た 。 ア ス リ ー ト 選 手 は 炭 水 化

物 を 摂 り た い ん で す ね 。 大 会 前 日 の

夜 に ３ 組 来 て 「 明 日 ト ラ イ ア ス ロ ン

の 大 会 な ん で す 」 と 言 っ て 食 べ て い

っ た お 客 さ ま が い ま し た 。

千 幸 　 写 真 関 係 の お 客 さ ま は 何 名 か

い ら っ し ゃ い ま し た 。 高 校 生 の 方 も

来 ま し た け れ ど 、 ま だ ま だ 、 と い う

感 じ で す ね 。

寺 林 　 う ち は 年 配 の お 客 さ ん が 多 い

ん で す 。 も っ と 若 い 人 が 来 る と い い

な 、 と 思 い ま す 。

彰 紘 　 う ち も 比 較 的 年 配 の お 客 さ ん

で す 。
千 幸 　 昼 食 時 は ボ リ ュ ー ム の 多 い メ

ニ ュ ー を 用 意 し て い る の で 、 サ ラ リ

ー マ ン の お 客 さ ん も 来 ま す 。

彰 紘 　 最 近 良 く

話 を 聞 く の は 、

東 川 に お 店 が 増

き で 、 豊 富 に い

た 時 は 仕 事 で オ

ホ ー ツ ク 海 側 を

走 る 時 に は 、 冬

場 は オ ジ ロ ワ シ と か オ オ ワ シ と か を

見 て 楽 し ん で い ま し た 。 天 人 峡 、 旭

岳 温 泉 、 旭 岳 源 水 の 辺 り に も カ ワ ガ

ラ ス と か 希 少 な 鳥 が い る の で 、 都 会

の 生 活 で は 味 わ え な い 自 然 が あ る 、

と い う と こ ろ を も っ と ア ピ ー ル し て

集 客 で き る ん じ ゃ な い か な 、 と い う

思 い が あ り ま す 。

寺 林 　 に ぎ わ い を 一 カ 所 に 固 め る 、

と い う こ と は し な い ほ う が い い と 思

い ま す 。 一 カ 所 に 固 め る と 、 ど う し

て も そ こ だ け 、 と い う こ と に な っ て

し ま い ま す 。 一 番 奥 に は 北 の 住 ま い

設 計 社 さ ん と か あ る の で 、 狭 く し て

し ま わ な い ほ う が 良 い 。 土 、 日 限 定

で 町 内 循 環 バ ス を 用 意 す る 、 と い う

こ と も あ り か な 、 と 思 い ま す 。

千 幸 　 親 は 子 供 の 行 く と こ ろ に 必 ず

一 緒 に 行 き ま す か ら 、 子 供 用 の 大 き

い 遊 具 施 設 を 造 っ て は ど う で し ょ う

か 。 こ ん な に 広 い 土 地 が あ る の だ か

ら 、 子 供 に 優 し い 遊 具 を 造 っ た ら 来

る 人 が 増 え る ん じ ゃ な い か な 。

寺 林 　 冬 場 屋 内 で 遊 べ る 施 設 が な い

で す よ ね 。 木 工 の 町 で も あ る し 、 木

で 遊 べ る 遊 具 施 設 と い う の で も 良 い

じ ゃ な い で す か 。

え た と い う こ と で す 。 「 東 川 に 行 っ

た ら 、 最 近 お し ゃ れ な お 店 が 増 え て

き て 、 そ う い う お 店 に 入 る の が 楽 し

み だ 」 と い う ん で す 。 そ ん な 方 は １

軒 だ け じ ゃ な く 、 何 軒 も 行 っ て い る 。

人 は 最 近 増 え て い る よ う な 気 が し ま

す 。
寺 林 　 最 近 定 食 屋 さ ん も 出 来 ま し た

し … 。
松 岡 　 道 道 か ら 入 っ た と こ ろ に 喫 茶

店 が 出 来 た り 、 定 食 屋 さ ん が 出 来 た

り … 。 そ う い う お 店 が た く さ ん 出 来

る こ と が お 客 さ ん を 呼 ぶ ん で し ょ う

か 。
寺 林 　 １ 回 じ ゃ 回 れ な い の で 、 次 は

あ ち ら に 行 こ う 、 と い う の は あ る よ

う で す ね 。 奥 に 忠 別 ダ ム や 旭 岳 源 水

が あ り ま す か ら 、 水 汲 み に 行 っ て き

た 帰 り 、 温 泉 に 行 っ て き た 帰 り に 寄

っ て く れ た 、 と い う の は あ り ま す ね 。

畑 中 　 年 配 の ご 夫 婦 と 娘 さ ん が 旭 岳

温 泉 に 泊 ま っ て そ の 帰 り に 寄 っ て く

れ た 、 と い う こ と が あ り ま し た 。 で

も う ち は 帰 り が て ら 、 と い う の は あ

ま り な い よ う で す 。

彰 紘 　 ホ テ ル の 従 業 員 の 方 が 来 て く

れ ま し た 。 水 汲

み に 行 っ て き た

帰 り に 寄 っ て く

れ る と い う お 客

松 岡 　 子 供 に ―

と い う の は い い

で し ょ う ね 。 親

も 必 ず 付 い て く

る で し ょ う し 、 子 供 同 士 が 友 達 に な

る し 、 顔 を 合 わ せ る う ち 親 の 方 も 友

達 に な る で し ょ う し 、 近 く に 食 事 す

る 所 が あ れ ば 、 そ こ で 食 事 も す る で

し ょ う し … 。

彰 紘 　 子 供 が 大 き く 育 つ よ う な 町 ぐ

る み の 制 度 が あ っ た ら い い で す ね 。

例 え ば 留 学 制 度 と か 大 き な 視 野 で … 。

松 岡 　 小 さ な 子 供 が 自 分 で 学 ん で 行

動 す る 、 と い う 子 供 に 育 っ て ほ し い

な 、 と 思 い ま す ね 。

千 幸 　 保 育 園 が 日 曜 日 に 休 み 、 と い

う の が 共 働 き の 親 に と っ て は 困 り ま

す 。 今 は パ ー ト さ ん に 頼 ん だ り 、 札

幌 か ら 来 て も ら っ た り し て い ま す が 、

そ う い う 苦 労 が あ り ま す 。 こ れ か ら

商 売 始 め た い な 、 と い う 方 に と っ て

も そ れ が 充 実 し て い れ ば う れ し い と

思 い ま す 。 東 川 で 子 供 が 生 ま れ た ら

い い と 思 っ て い る ん で す が … 。

松 岡 　 商 売 を や っ て い る 方 に と っ て

は 、 子 育 て 支 援 が も う 少 し 充 実 す れ

ば 、 若 い 人 た ち も 暮 ら し や す く な る

ん で し ょ う ね 。

　 と こ ろ で 皆 さ ん の お 店 は 常 連 客 の

お 客 さ ん は 増 え ま し た か 。

さ ん も い ま す 。

松 岡 　 特 徴 的 な お 店 が ３ 軒 並 ん で い

る わ け で す が 、 相 乗 効 果 は あ る で し

ょ う か 。

寺 林 　 こ こ に 来 よ う と 思 っ て き た ら

隣 に も 店 が あ る 、 そ れ じ ゃ あ 次 回 に

行 こ う ね 、 と い う の は あ り ま す ね 。

「 隣 で う ど ん 食 べ て い る か ら 作 っ て

お い て 」 と い う 方 は 結 構 い ら っ し ゃ

い ま す 。 同 じ 炭 水 化 物 の 店 で す が 、

ま っ た く 違 う の で 競 合 は し な い で す

ね 。
松 岡 　 皆 さ ん は お 店 を 始 め た ば か り

で す が 、 将 来 の 夢 と い う と こ ろ で は

い か が で す か 。

寺 林 　 今 は 狭 い 店 内 に 全 部 詰 め 込 ん

で い ま す 。 焼 き 窯 を 置 い て し ま っ た

の で 、 ガ ス 台 を 置 く ス ペ ー ス が な い

ん で す 。 で す か ら も う 少 し 広 く 、 お

客 さ ん も ゆ っ た り と 座 れ る よ う に 、

郊 外 の 一 軒 家 で や り た い で す ね 。

畑 中 　 う ち は 一 軒 家 な ん で す け れ ど 、

店 舗 と 工 房 を 合 わ せ る と ス ペ ー ス が

狭 い ん で す 。 真 ん 中 に １ ・ ５ 坪 ほ ど

の 冷 蔵 庫 が 入 っ て し ま っ た の で 風 の

流 れ も な い 。 出 来 れ ば 郊 外 に 、 店 舗

兼 工 房 で 、 工 房 を 広 く 取 っ て 駐 車 場

も あ る 所 が ほ し い で す ね 。

彰 紘 　 私 た ち は 、 東 川 で 生 活 し て 、

千 幸 　 今 は 雪 の 中 で も 来 て く れ る 方

が 増 え ま し た 。

寺 林 　 一 度 食 べ て も ら っ て 気 に 入 っ

て も ら え る と 、 来 て い た だ い て い ま

す 。 女 性 の 方 、 ご 年 配 の 方 が 来 て く

れ て い ま す 。 岩 見 沢 か ら わ ざ わ ざ 来

て く れ た 、 と い う お 客 さ ま も い て 大

変 あ り が た い で す 。

畑 中 　 少 し ず つ お 得 意 さ ん が い ら し

て ま す 。 旭 川 か ら 来 て い た だ い た り

し て い ま す が 、 町 内 の お 客 さ ん が も

っ と 増 え て く れ れ ば い い な 、 と 思 い

ま す 。
松 岡 　 今 人 口 ８ 千 人 ぐ ら い で す が 、

こ れ く ら い の 町 は お 互 い の 顔 を 見 る

こ と が 出 来 て 、 名 前 を 呼 べ る よ う な

規 模 で あ る の が い い の で は な い か と

思 う ん で す 。 何 か あ っ た ら 役 場 と 皆

さ ん と の 距 離 も 近 い 。

　 も う 一 つ は 、 過 疎 で も 過 密 で も な

い 食 文 化 を 含 め て 文 化 の 薫 り 高 い 町

に し て い け た ら い い な 、 と 思 う ん で

す 。 皆 さ ん の よ う に 、 食 文 化 に 携 わ

る 職 業 、 と い う の は そ う い う 意 味 で

も 素 晴 ら し い 。 町 な か が に ぎ わ っ て

い る の は 、 食 べ る 文 化 が あ る か ら だ

と 思 い ま す ね 。 こ れ か ら も ま だ お 店

が 出 来 つ つ あ り ま す し 、 皆 さ ん の 競

争 は 激 し く な る の か も し れ ま せ ん

が … 。 最 後 に 皆 さ ん の お 店 は こ ん な

と こ ろ ― と い う の を お 聞 か せ く だ さ

い 。

し か も 根 ざ し て や れ る と は 思 っ て い

な か っ た の で 、 最 初 の 夢 を そ の 通 り

に や っ て い ら れ る だ け で も 幸 せ な こ

と な ん で す が 、 ゆ く ゆ く は 東 川 の 小

麦 を 育 て て 、 そ の 小 麦 で う ど ん を 打

ち た い 、 と い う の が 今 の 夢 で す 。 　

松 岡 　 皆 さ ん 方 の お 店 が 町 な か か ら

な く な っ て し ま う と 、 ま た 寂 し く な

っ て し ま い ま す ね 。

寺 林 　 今 は か な り の 数 の 観 光 客 の 方

が 来 て い ま す 。 道 の 駅 の 駐 車 場 は 、

夏 場 車 中 泊 し て い ま す し … 。 古 い お

店 は な く な っ て き て い ま す け れ ど 、

代 わ り に 新 し い お 店 も だ ん だ ん 出 来

て き て い る し 、 大 丈 夫 じ ゃ な い で し

ょ う か 。

松 岡 　 町 の 中 で こ う す れ ば 、 も っ と

に ぎ わ い が 出 る ん じ ゃ な い か 、 と い

う こ と は あ り ま す か 。

彰 紘 　 東 川 で 一 番 良 い の は 、 山 の 風

景 と 地 下 水 と 田 ん ぼ の 風 景 だ と 思 い

ま す 。 そ の 良 い と こ ろ を 知 っ て も ら

う 、 と い う こ と だ ろ う と 思 い ま す 。

お い し い 水 が あ る か ら お い し い お 米

が 出 来 る 、 と い う こ と じ ゃ な い で し

ょ う か 。 食 べ 物 の 源 は 水 で す か ら 、

そ の 水 が と て つ も な く お い し い 、 と

い う こ と が 大 事 な こ と じ ゃ な い か と

思 い ま す 。

畑 中 　 私 は バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ が 好

寺 林 　 う ち の 場 合 は ナ ポ リ ピ ザ と い

う の が ま だ あ ま り 浸 透 し て い な い の

で 、 一 度 食 べ て み て く だ さ い 、 と い

う こ と で し ょ う か 。

畑 中 　 う ち は 保 存 料 と し て 硝 酸 塩 は

一 切 使 っ て い ま せ ん 。 沖 縄 の 塩 と 砂

糖 を 使 っ て い る 点 も こ だ わ り で 、 無

添 加 で 安 心 、 安 全 を ア ピ ー ル し た い

と 思 っ て い ま す 。

彰 紘 　 ま だ 始 め て 間 も な い の で 、

日 々 の 流 れ の 中 で 作 っ て い ま す が 、

う ど ん と い う の は 、 何 も つ け な く て

も 小 麦 粉 の 種 類 に よ っ て 味 が 違 う 。

う ど ん 自 体 に も 味 が あ る 、 と い う と

こ ろ を 意 識 し て 作 っ て い ま す 。

松 岡 　 私 の 先 祖 も う ど ん の 本 場 、 香

川 県 な ん で す 。 香 川 県 か ら の 入 植 者

の 方 も か な り い ま す か ら 、 み な さ ん

に 一 度 は 食 べ て い た だ く 、 そ し て 宣

伝 マ ン に な っ て い た だ け れ ば い い で

す ね 。 そ う す る こ と が 多 く の 方 に 町

に 来 て い た だ い て 、 お 互 い に 良 く な

る こ と に つ な が る で し ょ う か ら 、 そ

の 方 た ち か ら 東 川 の 素 晴 ら し い 食 文

化 を 発 信 し て い た だ く こ と が 出 来 れ

ば う れ し い で す ね 。

― 本 日 は お 忙 し い と こ ろ お 集 ま り い

た だ き 、 貴 重 な お 話 を い た だ き ま し

て あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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く 、 と い う ま ち づ く り を 進 め て い こ

う と 考 え て い ま す 。

　 ス ポ ー ツ ば か り で な く 、 写 真 も 大

学 の 合 宿 も 受 け 入 れ を し よ う 、 と 考

え て い ま す 。 ど う で し ょ う 、 ト ラ イ

ア ス ロ ン 選 手 と か 写 真 の 町 事 業 の 学

生 さ ん と か 、 皆 さ ん の お 店 に 寄 っ て

い ま す か ？

寺 林 　 ト ラ イ ア ス ロ ン の 選 手 が 来 て

い ま し た 。 ア ス リ ー ト 選 手 は 炭 水 化

物 を 摂 り た い ん で す ね 。 大 会 前 日 の

夜 に ３ 組 来 て 「 明 日 ト ラ イ ア ス ロ ン

の 大 会 な ん で す 」 と 言 っ て 食 べ て い

っ た お 客 さ ま が い ま し た 。

千 幸 　 写 真 関 係 の お 客 さ ま は 何 名 か

い ら っ し ゃ い ま し た 。 高 校 生 の 方 も

来 ま し た け れ ど 、 ま だ ま だ 、 と い う

感 じ で す ね 。

寺 林 　 う ち は 年 配 の お 客 さ ん が 多 い

ん で す 。 も っ と 若 い 人 が 来 る と い い

な 、 と 思 い ま す 。

彰 紘 　 う ち も 比 較 的 年 配 の お 客 さ ん

で す 。
千 幸 　 昼 食 時 は ボ リ ュ ー ム の 多 い メ

ニ ュ ー を 用 意 し て い る の で 、 サ ラ リ

ー マ ン の お 客 さ ん も 来 ま す 。

彰 紘 　 最 近 良 く

話 を 聞 く の は 、

東 川 に お 店 が 増

き で 、 豊 富 に い

た 時 は 仕 事 で オ

ホ ー ツ ク 海 側 を

走 る 時 に は 、 冬

場 は オ ジ ロ ワ シ と か オ オ ワ シ と か を

見 て 楽 し ん で い ま し た 。 天 人 峡 、 旭

岳 温 泉 、 旭 岳 源 水 の 辺 り に も カ ワ ガ

ラ ス と か 希 少 な 鳥 が い る の で 、 都 会

の 生 活 で は 味 わ え な い 自 然 が あ る 、

と い う と こ ろ を も っ と ア ピ ー ル し て

集 客 で き る ん じ ゃ な い か な 、 と い う

思 い が あ り ま す 。

寺 林 　 に ぎ わ い を 一 カ 所 に 固 め る 、

と い う こ と は し な い ほ う が い い と 思

い ま す 。 一 カ 所 に 固 め る と 、 ど う し

て も そ こ だ け 、 と い う こ と に な っ て

し ま い ま す 。 一 番 奥 に は 北 の 住 ま い

設 計 社 さ ん と か あ る の で 、 狭 く し て

し ま わ な い ほ う が 良 い 。 土 、 日 限 定

で 町 内 循 環 バ ス を 用 意 す る 、 と い う

こ と も あ り か な 、 と 思 い ま す 。

千 幸 　 親 は 子 供 の 行 く と こ ろ に 必 ず

一 緒 に 行 き ま す か ら 、 子 供 用 の 大 き

い 遊 具 施 設 を 造 っ て は ど う で し ょ う

か 。 こ ん な に 広 い 土 地 が あ る の だ か

ら 、 子 供 に 優 し い 遊 具 を 造 っ た ら 来

る 人 が 増 え る ん じ ゃ な い か な 。

寺 林 　 冬 場 屋 内 で 遊 べ る 施 設 が な い

で す よ ね 。 木 工 の 町 で も あ る し 、 木

で 遊 べ る 遊 具 施 設 と い う の で も 良 い

じ ゃ な い で す か 。

え た と い う こ と で す 。 「 東 川 に 行 っ

た ら 、 最 近 お し ゃ れ な お 店 が 増 え て

き て 、 そ う い う お 店 に 入 る の が 楽 し

み だ 」 と い う ん で す 。 そ ん な 方 は １

軒 だ け じ ゃ な く 、 何 軒 も 行 っ て い る 。

人 は 最 近 増 え て い る よ う な 気 が し ま

す 。
寺 林 　 最 近 定 食 屋 さ ん も 出 来 ま し た

し … 。
松 岡 　 道 道 か ら 入 っ た と こ ろ に 喫 茶

店 が 出 来 た り 、 定 食 屋 さ ん が 出 来 た

り … 。 そ う い う お 店 が た く さ ん 出 来

る こ と が お 客 さ ん を 呼 ぶ ん で し ょ う

か 。
寺 林 　 １ 回 じ ゃ 回 れ な い の で 、 次 は

あ ち ら に 行 こ う 、 と い う の は あ る よ

う で す ね 。 奥 に 忠 別 ダ ム や 旭 岳 源 水

が あ り ま す か ら 、 水 汲 み に 行 っ て き

た 帰 り 、 温 泉 に 行 っ て き た 帰 り に 寄

っ て く れ た 、 と い う の は あ り ま す ね 。

畑 中 　 年 配 の ご 夫 婦 と 娘 さ ん が 旭 岳

温 泉 に 泊 ま っ て そ の 帰 り に 寄 っ て く

れ た 、 と い う こ と が あ り ま し た 。 で

も う ち は 帰 り が て ら 、 と い う の は あ

ま り な い よ う で す 。

彰 紘 　 ホ テ ル の 従 業 員 の 方 が 来 て く

れ ま し た 。 水 汲

み に 行 っ て き た

帰 り に 寄 っ て く

れ る と い う お 客

松 岡 　 子 供 に ―

と い う の は い い

で し ょ う ね 。 親

も 必 ず 付 い て く

る で し ょ う し 、 子 供 同 士 が 友 達 に な

る し 、 顔 を 合 わ せ る う ち 親 の 方 も 友

達 に な る で し ょ う し 、 近 く に 食 事 す

る 所 が あ れ ば 、 そ こ で 食 事 も す る で

し ょ う し … 。

彰 紘 　 子 供 が 大 き く 育 つ よ う な 町 ぐ

る み の 制 度 が あ っ た ら い い で す ね 。

例 え ば 留 学 制 度 と か 大 き な 視 野 で … 。

松 岡 　 小 さ な 子 供 が 自 分 で 学 ん で 行

動 す る 、 と い う 子 供 に 育 っ て ほ し い

な 、 と 思 い ま す ね 。

千 幸 　 保 育 園 が 日 曜 日 に 休 み 、 と い

う の が 共 働 き の 親 に と っ て は 困 り ま

す 。 今 は パ ー ト さ ん に 頼 ん だ り 、 札

幌 か ら 来 て も ら っ た り し て い ま す が 、

そ う い う 苦 労 が あ り ま す 。 こ れ か ら

商 売 始 め た い な 、 と い う 方 に と っ て

も そ れ が 充 実 し て い れ ば う れ し い と

思 い ま す 。 東 川 で 子 供 が 生 ま れ た ら

い い と 思 っ て い る ん で す が … 。

松 岡 　 商 売 を や っ て い る 方 に と っ て

は 、 子 育 て 支 援 が も う 少 し 充 実 す れ

ば 、 若 い 人 た ち も 暮 ら し や す く な る

ん で し ょ う ね 。

　 と こ ろ で 皆 さ ん の お 店 は 常 連 客 の

お 客 さ ん は 増 え ま し た か 。

さ ん も い ま す 。

松 岡 　 特 徴 的 な お 店 が ３ 軒 並 ん で い

る わ け で す が 、 相 乗 効 果 は あ る で し

ょ う か 。

寺 林 　 こ こ に 来 よ う と 思 っ て き た ら

隣 に も 店 が あ る 、 そ れ じ ゃ あ 次 回 に

行 こ う ね 、 と い う の は あ り ま す ね 。

「 隣 で う ど ん 食 べ て い る か ら 作 っ て

お い て 」 と い う 方 は 結 構 い ら っ し ゃ

い ま す 。 同 じ 炭 水 化 物 の 店 で す が 、

ま っ た く 違 う の で 競 合 は し な い で す

ね 。
松 岡 　 皆 さ ん は お 店 を 始 め た ば か り

で す が 、 将 来 の 夢 と い う と こ ろ で は

い か が で す か 。

寺 林 　 今 は 狭 い 店 内 に 全 部 詰 め 込 ん

で い ま す 。 焼 き 窯 を 置 い て し ま っ た

の で 、 ガ ス 台 を 置 く ス ペ ー ス が な い

ん で す 。 で す か ら も う 少 し 広 く 、 お

客 さ ん も ゆ っ た り と 座 れ る よ う に 、

郊 外 の 一 軒 家 で や り た い で す ね 。

畑 中 　 う ち は 一 軒 家 な ん で す け れ ど 、

店 舗 と 工 房 を 合 わ せ る と ス ペ ー ス が

狭 い ん で す 。 真 ん 中 に １ ・ ５ 坪 ほ ど

の 冷 蔵 庫 が 入 っ て し ま っ た の で 風 の

流 れ も な い 。 出 来 れ ば 郊 外 に 、 店 舗

兼 工 房 で 、 工 房 を 広 く 取 っ て 駐 車 場

も あ る 所 が ほ し い で す ね 。

彰 紘 　 私 た ち は 、 東 川 で 生 活 し て 、

千 幸 　 今 は 雪 の 中 で も 来 て く れ る 方

が 増 え ま し た 。

寺 林 　 一 度 食 べ て も ら っ て 気 に 入 っ

て も ら え る と 、 来 て い た だ い て い ま

す 。 女 性 の 方 、 ご 年 配 の 方 が 来 て く

れ て い ま す 。 岩 見 沢 か ら わ ざ わ ざ 来

て く れ た 、 と い う お 客 さ ま も い て 大

変 あ り が た い で す 。

畑 中 　 少 し ず つ お 得 意 さ ん が い ら し

て ま す 。 旭 川 か ら 来 て い た だ い た り

し て い ま す が 、 町 内 の お 客 さ ん が も

っ と 増 え て く れ れ ば い い な 、 と 思 い

ま す 。
松 岡 　 今 人 口 ８ 千 人 ぐ ら い で す が 、

こ れ く ら い の 町 は お 互 い の 顔 を 見 る

こ と が 出 来 て 、 名 前 を 呼 べ る よ う な

規 模 で あ る の が い い の で は な い か と

思 う ん で す 。 何 か あ っ た ら 役 場 と 皆

さ ん と の 距 離 も 近 い 。

　 も う 一 つ は 、 過 疎 で も 過 密 で も な

い 食 文 化 を 含 め て 文 化 の 薫 り 高 い 町

に し て い け た ら い い な 、 と 思 う ん で

す 。 皆 さ ん の よ う に 、 食 文 化 に 携 わ

る 職 業 、 と い う の は そ う い う 意 味 で

も 素 晴 ら し い 。 町 な か が に ぎ わ っ て

い る の は 、 食 べ る 文 化 が あ る か ら だ

と 思 い ま す ね 。 こ れ か ら も ま だ お 店

が 出 来 つ つ あ り ま す し 、 皆 さ ん の 競

争 は 激 し く な る の か も し れ ま せ ん

が … 。 最 後 に 皆 さ ん の お 店 は こ ん な

と こ ろ ― と い う の を お 聞 か せ く だ さ

い 。

し か も 根 ざ し て や れ る と は 思 っ て い

な か っ た の で 、 最 初 の 夢 を そ の 通 り

に や っ て い ら れ る だ け で も 幸 せ な こ

と な ん で す が 、 ゆ く ゆ く は 東 川 の 小

麦 を 育 て て 、 そ の 小 麦 で う ど ん を 打

ち た い 、 と い う の が 今 の 夢 で す 。 　

松 岡 　 皆 さ ん 方 の お 店 が 町 な か か ら

な く な っ て し ま う と 、 ま た 寂 し く な

っ て し ま い ま す ね 。

寺 林 　 今 は か な り の 数 の 観 光 客 の 方

が 来 て い ま す 。 道 の 駅 の 駐 車 場 は 、

夏 場 車 中 泊 し て い ま す し … 。 古 い お

店 は な く な っ て き て い ま す け れ ど 、

代 わ り に 新 し い お 店 も だ ん だ ん 出 来

て き て い る し 、 大 丈 夫 じ ゃ な い で し

ょ う か 。

松 岡 　 町 の 中 で こ う す れ ば 、 も っ と

に ぎ わ い が 出 る ん じ ゃ な い か 、 と い

う こ と は あ り ま す か 。

彰 紘 　 東 川 で 一 番 良 い の は 、 山 の 風

景 と 地 下 水 と 田 ん ぼ の 風 景 だ と 思 い

ま す 。 そ の 良 い と こ ろ を 知 っ て も ら

う 、 と い う こ と だ ろ う と 思 い ま す 。

お い し い 水 が あ る か ら お い し い お 米

が 出 来 る 、 と い う こ と じ ゃ な い で し

ょ う か 。 食 べ 物 の 源 は 水 で す か ら 、

そ の 水 が と て つ も な く お い し い 、 と

い う こ と が 大 事 な こ と じ ゃ な い か と

思 い ま す 。

畑 中 　 私 は バ ー ド ウ ォ ッ チ ン グ が 好

寺 林 　 う ち の 場 合 は ナ ポ リ ピ ザ と い

う の が ま だ あ ま り 浸 透 し て い な い の

で 、 一 度 食 べ て み て く だ さ い 、 と い

う こ と で し ょ う か 。

畑 中 　 う ち は 保 存 料 と し て 硝 酸 塩 は

一 切 使 っ て い ま せ ん 。 沖 縄 の 塩 と 砂

糖 を 使 っ て い る 点 も こ だ わ り で 、 無

添 加 で 安 心 、 安 全 を ア ピ ー ル し た い

と 思 っ て い ま す 。

彰 紘 　 ま だ 始 め て 間 も な い の で 、

日 々 の 流 れ の 中 で 作 っ て い ま す が 、

う ど ん と い う の は 、 何 も つ け な く て

も 小 麦 粉 の 種 類 に よ っ て 味 が 違 う 。

う ど ん 自 体 に も 味 が あ る 、 と い う と

こ ろ を 意 識 し て 作 っ て い ま す 。

松 岡 　 私 の 先 祖 も う ど ん の 本 場 、 香

川 県 な ん で す 。 香 川 県 か ら の 入 植 者

の 方 も か な り い ま す か ら 、 み な さ ん

に 一 度 は 食 べ て い た だ く 、 そ し て 宣

伝 マ ン に な っ て い た だ け れ ば い い で

す ね 。 そ う す る こ と が 多 く の 方 に 町

に 来 て い た だ い て 、 お 互 い に 良 く な

る こ と に つ な が る で し ょ う か ら 、 そ

の 方 た ち か ら 東 川 の 素 晴 ら し い 食 文

化 を 発 信 し て い た だ く こ と が 出 来 れ

ば う れ し い で す ね 。

― 本 日 は お 忙 し い と こ ろ お 集 ま り い

た だ き 、 貴 重 な お 話 を い た だ き ま し

て あ り が と う ご ざ い ま し た 。

（ 収 録 は 昨 年 12 月 13 日 、 役 場 応 接 室 ）新
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朽ちてゆく避難小屋
　本州の主要な登山コースでは、半日から１日行程に一軒また
は複数の山小屋があり、登山者はそれぞれのペースに応じて
宿泊先を選択できる。「山小屋」とはいえ、中には収容人員千
人近い巨大なホテル並みの施設もある。山小屋は基本的に営
利目的の営業小屋で、寝具や食事の提供はもちろん、生ビール
やおでんを食べられたり、自然エネルギーで作った電気でバロ
ック音楽を聞ける山小屋もある。極端な話、お金さえあれば、
雨がっぱと水筒だけで山中泊の縦走ができてしまう。
　これに対して大雪山の場合、営業小屋は黒岳石室（いしむろ）
一軒だけ、他はすべて避難小屋で、シーズン中管理人が常駐す
るのはこの石室と白雲岳避難小屋のみである。黒岳石室は営
業小屋とはいえ、大正時代に建てられた、まさに「石室」で、昼
なお暗い小屋内は湿気が多く、お世辞にも快適とはいえない
が、暴風雨が吹き荒れている時でも、小屋内に留まる限りは安

　

昨
年
は
、
自
然
災
害
の
多
い
年
で
あ
っ
た
が
、

今
年
は
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

被
災
地
の
皆
さ
ん
の
一
日
も
早
い
復
興
を
期
待

し
た
い
。 

　

一
連
の
災
害
の
状
況
な
ど
を
見
て
、
東
川
町

は
日
本
一
素
晴
ら
し
い
環
境
に
あ
る
と
誇
り
に

感
じ
る
。
自
然
環
境
や
社
会
環
境
な
ど
を
総
合

的
に
考
え
る
と
、
「
北
海
道
一
」
「
日
本
一
」

と
い
え
る
最
高
の
条
件
を
有
し
て
い
る
町
な
の

だ
。
「
お
い
し
い
水　

う
ま
い
空
気　

豊
か
な

大
地
」
が
自
慢
で
あ
る
が
、
豊
か
な
大
地
は
お

い
し
い
お
米
の
産
地
で
も
あ
る
。

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
で
は
、
大
雪
山
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
雪
解
け
水
を
使
い
、

お
い
し
い
お
米
を
生
産
し
て
い
る
。
北
海
道
の

エ
ー
ス
と
し
て
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
が
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
東
京
・
東
急
ス
ト
ア
の
プ
レ
ッ
セ

で
北
海
道
産
の
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
（
北
海
道
産

と
い
っ
て
も
中
身
は
東
川
産
）
が
昨
年
末
か
ら

販
売
さ
れ
、
東
京
価
格
で
は
２
キ
ロ
グ
ラ
ム
千

３
３
０
円
と
、
新
潟
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
も
高
い

価
格
で
あ
る
と
聞
く
。

　

東
京
へ
出
張
の
折
に
、
さ
っ
そ
く
六
本
木
の

プ
レ
ッ
セ
へ
楽
し
み
に
出
向
い
て
み
た
が
、
残

念
な
が
ら
な
か
っ
た
。
世
田
谷
区
の
方
で
は
取

り
扱
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
魚
沼
産
の
コ
シ
ヒ

カ
リ
が
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
９
０
０
円
、
岩
船
産
の

特
別
栽
培
米
が
同
７
２
０
円
で
あ
っ
た
が
、

「
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
東
川
産
米
か
」
な
ど
と
考

え
な
が
ら
店
を
後
に
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
で
は
「
日
本
一
売
れ
る
米

と
野
菜
」
を
目
標
に
掲
げ
、
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
が

一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。
最
高
の
水
と

大
地
、
と
い
う
環
境
の
中
で
、
生
産
者
の
最
高

の
尽
力
に
よ
っ
て
育
つ
お
米
や
野
菜
が
「
日
本

一
」
と
評
価
さ
れ
る
時
が
必
ず
や
っ
て
来
る
だ

ろ
う
。 

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、
私
た
ち
も

日
本
一
と
評
価
さ
れ
る
町
づ
く
り
を
目
標
と
し

て
い
る
。
日
本
一
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
日
本

一
お
金
を
か
け
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
別
で
あ
る
。

７
千
９
０
０
人
程
度
の
町
の
予
算
規
模
で
日
本

一
お
金
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
論

を
待
た
な
い
。
私
た
ち
の
責
務
の
一
つ
は
、
次

代
を
担
う
子
供
た
ち
に
「
教
育
」
と
い
う
素
晴

ら
し
い
財
産
を
残
し
、
「
自
ら
学
ぶ
心
」
を
持

っ
た
子
供
た
ち
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。 

　

開
拓
先
人
は
、
私
た
ち
に
町
の
活
力
向
上
の

た
め
に
東
川
小
学
校
跡
地
を
残
し
て
く
れ
て
い

る
。
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
東
川
の
顔
と
な

る
施
設
利
用
に
つ
い
て
、
先
人
に
思
い
を
馳
せ
、

未
来
に
向
か
っ
て
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
提

案
を
寄
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
夢
と
希
望
、

活
力
の
あ
る
日
本
一
の
未
来
を
目
指
し
て
！ 

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

全が確保されるので、山小屋とし
ての要件は満たしている。
　ところが残念なことに、避難小
屋としての最低限の要件さえ満た
していない施設が大雪山にはある。
表大雪のほぼ中央に位置する忠別
岳避難小屋だ。旭岳からトムラウ
シ山まで縦走する場合、初日に白
雲岳避難小屋に泊まり、２日目に

ヒサゴ沼避難小屋、３日目にトムラウシ温泉へ下山というプラ
ンを立てる登山者が多いが、白雲岳避難小屋からヒサゴ沼ま
では距離が長く、足が遅い人は１日でたどり着くのが辛い。そ
んな登山者にとって、中間にある忠別岳避難小屋は利用価値
が高い。
　その忠別岳避難小屋が今、倒壊の危機にひんしている。数
年前から屋根のトタンが剥がれて雨漏りしていたのだが、年々
これがひどくなり、今年夏には、１階の床が抜けて土台が腐り
始めていた。このまま放置すれば数年以内に倒壊するだろう。
管理者である北海道（上川総合振興局）は、事態を把握してい
るはずなのだが、いまだに対策はとられていない。

山樂舎BEAR代表　佐久間　弘

大雪山の素顔

日
本
一
を
目
指
し
て
！

俳　

句

▲

ト
タ
ン
が
剥
が
れ
、
野
地
板
が
腐
っ
て
い
る
忠
別
岳
避
難
小
屋
の
外
観
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文
化
交
流
館　
新
刊
図
書・ビ
デオ 

案
内

俳　

句

罅
割
れ
し
日
本
列
島
年
明
く
る

平
常
の
厨
の
一
句
や
去
年
今
年

白
眼
の
人
待
ち
顔
の
達
磨
市

老
い
て
な
を
幸
せ
語
る
去
年
今
年

震
災
や
喜
怒
哀
楽
も
去
年
と
な
り

大
雪
山
の
左
肩
よ
り
初
日
の
出

寒
暁
や
風
き
し
め
き
て
今
日
に
生
く

祝
い
箸
朱
塗
り
の
膳
か
ら
先
ず
受
け
て

二
の
重
に
ゆ
ず
り
葉
飾
り
て
祝
う
な
り

炒
り
豆
の
弾
け
る
如
し
初
雀

思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
増
し
て
去
年
今
年

教
会
も
祈
り
も
知
ら
ず
聖
菓
売
る

よ
き
こ
と
で
埋
め
る
願
ひ
の
初
日
記

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

青　
野　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

俳　

句

俳　

句

文
化
交
流
館　
新
刊
図
書・ビ
デオ 

案
内

　魔法界における善と悪との戦いはつ
いに全面戦争に突入する。かつてないほ
ど危険な状況の中、もはやだれの身も安
全ではない。ヴォルデモードとの最終決
戦の時、最後の犠牲を払わなければな
らないのは、だれでもなく、ハリー・ポッ
ターなのである。10年間に渡る壮大なシ
リーズを締めくくる圧巻のフィナーレ。
（130分）

ハリ
ー・ポッタ
ー
と
死
の
秘
宝

P
a
r
t
Ⅱ（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ワ
ー
ナ
ー
・
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ

　英国王ジョージ６世は、王になどなり
たくなかった。幼いころからの吃音（き
つおん）というコンプレックスを抱え、人
前に出ることを最も苦手としていたから
だ。しかしヒトラー率いるナチスドイツと
の開戦を余儀なくされ、揺れる国民は王
の力強い言葉を待ち望んでいる。心配し
た妻のエリザベスはスピーチ矯正の専
門家、ライオネルの診療所へ自ら訪ねる
…118分）

　世界的に有名な宝生グループのお嬢
さまにして国立署の新米刑事、宝生麗
子。そして宝生家の執事で麗子のお抱え
運転手である影山は、そんな麗子に向か
って、時に使用人とは思えない毒舌を吐
く。「お嬢さまは相変らずアホでいらっし
ゃいますね」…。2011年、本屋大賞第1位
を獲得し、ミリオンセラーとなったユー
モア謎解き小説第２弾。

　カツオブシが大好きな、ぼくのお父さ
ん。きょうもお好み焼きにたっぷりかけ
ると、なんと、カツオブシがおどりなが
ら歌い出した！「きいてください、みてく
ださい、カツオブシのうたを、あつきここ
ろのさけびを～！」。お好み焼きの舞台
は絶好調。直木賞受賞後、初めて絵本
執筆を手掛ける森絵都と、人気絵本画
家竹内通雅の日本一ゆかいなカツオブ
シ人生。

　歴史上もっとも「世界のかたち」を変え
た経営者。未来をつくった男スティーブ・ジ
ョブズ。アップルコンピューター創設の経
緯、ｉＰｈｏｎｅ（アイ・フォン）やｉＰａｄ（ア
イ・パッド）はいかにして生まれたのか、そし
て政治改革から新社屋まで、亡くなる直前
まで情熱を注ぎ続けていたものすべてが明
らかに。ジョブズ本人が全面協力した最初
で最後の公式伝記。

英
国
王
のス
ピ
ー
チ

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ハ
ピ
ネ
ッ
ト

ス
ティ
ー
ブ・ジョ
ブ
ズ　
Ⅰ
、Ⅱ

（
一
般
書
）

著
／
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
ソ
ン
、刊
／
講
談
社

謎
解
き
は
ディナ
ー
の
後
で　
２

（
一
般
書
）

著
／
東
川
篤
哉
、刊
／
実
業
之
日
本
社

お
ど
る
カ
ツオ
ブシ（
絵
本
）

文
／
森
絵
都
、絵
／
竹
内
通
雅
、

刊
／
金
の
星
社

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
正
月
の
ひ
と
と
き
、
ご
家

族
一
緒
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
画
観
賞
、
読
書
は
い
か
が
？　

お
楽
し
み
５
作
品
の

お
正
月
拡
大
ご
紹
介
版
で
す
。

―
お
知
ら
せ
―

　

１
月
５
日
（
木
）
ま
で
休
館
。
休
館
中
の
返
却
ポ
ス
ト
利
用
は
、
図
書
、
紙

芝
居
だ
け
で
す
。
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
破
損
を
防
止
す
る
た
め
返
却
ポ
ス
ト
に

入
れ
ず
、
６
日
（
金
）
以
降
に
カ
ウ
ン
タ
ー
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
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麻
し
ん
風
し
ん（
Ｍ
Ｒ
）混
合
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種
　
保
健
福
祉
課

接
種
時
期

今
年
度
の

対
象

者

接
種
回
数

料
金

接
種
間
隔

接
種
間
隔

受
付
時
間

接
種
場
所

第
１
期

生
後
12
カ
月
か
ら

同
24
カ
月
に
至
る

ま
で

13
：
00
～
16
：
305歳
以
上
7歳
未
満
の
者

（
就
学
前
の
１
年
間
）

第
４
期

第
３
期

第
２
期

１
回
・
無
料
（
全
額
町
負
担
）

３
月
末
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

接
種
日
初
日
は
１
月
６
日
（
金
）
で
す

Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
他
の
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
は
27
日
間
以
上
空
け
ま
し
ょ
う

町
立
診
療
所

【
持
ち
物
】
母
子
手
帳
、
住
所
の
確
認
が
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
・
乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
な
ど
）

　
※
２
期
、
３
期
、
４
期
対
象
の
方
に
は
個
別
に
案
内
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　
※
お
子
さ
ん
の
体
調
の
良
い
時
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
※
不
明
な
点
、
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
指
導
室
ま
で
。
☎
（
内
線
50
5～
50
9）

接
種
し
て
い
な
い
対
象
年
齢
の
方
は
冬
休
み
を
利
用
し
て
予
防
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

13
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度

の
当
該
年
度
の
初
日
か
ら
末
日

ま
で
の
間
に
あ
る
者
（
中
学
１

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
者
）

平
成
17
年
4月
2日
～
18

年
4月
1日
の
間
に
生
ま

れ
た
方

平
成
10
年
4月
2日
～
11

年
4月
1日
の
間
に
生
ま

れ
た
方

平
成
5年
4月
2日
～
6年
4

月
1日
の
間
に
生
ま
れ
た

方

18
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度

の
当
該
年
度
の
初
日
か
ら
末
日

ま
で
の
間
に
あ
る
者
（
高
校
３

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
者
）

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

くら
し ・

ネ
ット
ワ
ー
ク

滞
納
金
発
生
の
目
安

1万
円

2万
円

3万
円

4万
円

5万
円

10
万
円

お
お
む
ね

　
  〃

　
  〃

　
  〃

　
  〃

　
  〃

27
1日

14
6日

10
4日 84
日

71
日

46
日

滞
納
額

延
滞
金
発
生

ま
で
の
日
数

定 員 　 各 10 人

受 講 料 　 無 料

お 問 い 合 わ せ ・ 申 し 込 み 　 旭 川 ケ

　 ー ブ ル テ レ ビ ㈱ 、 吉 岡 さ ん 、 本

　 間 さ ん （ ☎ 22 ― ０ ７ ０ ７ 、 受 付

　 時 間 は 午 前 10 時 か ら 午 後 7 時 ）

 保 健 福 祉 課 か ら

　 福 祉 の こ と と 申 請 の お 問 い 合 わ

せ は 社 会 福 祉 室 ☎ （ 内 線 ５ ０ ３ 、

５ ０ ４ ） 、 健 康 と 食 の こ と は 保 健

指 導 室 （ 内 線 ５ ０ ５ 〜 ５ ０ ８ ） 、

高 齢 者 介 護 は 地 域 包 括 支 援 セ ン タ

ー （ 内 線 ５ ０ ９ ）

子 ど も 手 当 の 受 給 に は 請 求 申 請

が 必 要 で す

　 昨 年 10 月 以 降 の 子 ど も 手 当 を 受

給 す る に は 、 全 受 給 者 が 新 た に 認

定 請 求 の 手 続 き が 必 要 と な り ま す 。

　 請 求 が 必 要 な 方 に は す で に 昨 年

10 月 20 日 付 け で 案 内 を 送 付 し て い

ま す 。 10 月 １ 日 以 降 出 生 に 伴 っ て

受 給 額 の 改 定 請 求 を 提 出 さ れ た 方 、

受 給 者 変 更 の 方 、 転 出 し た 方 は い

ず れ も 当 初 の 認 定 請 求 書 の 提 出

が 必 要 で す 。 提 出 期 限 は ３ 月 30 日

（ 金 ） で す 。

　 次 回 の 支 給 は 、 ２ 月 １ 日 （ 水 ）

の 予 定 で す 。 支 給 を 受 け る た め に

は 、 １ 月 12 日 （ 木 ） ま で に 申 請 の

必 要 が あ り ま す 。

予 す る 制 度 で す 。

　 保 険 料 の 納 付 が 困 難 な 方 の た め

に 「 保 険 料 免 除 制 度 」 「 若 年 者 納

付 猶 予 制 度 」 も あ り ま す 。

　 国 民 年 金 の 保 険 料 を 未 納 し て い

る と 、 万 一 病 気 や 事 故 に 見 舞 わ れ

て 障 害 が 残 る 場 合 に 「 障 害 基 礎 年

金 」 、 ま た は 「 障 害 一 時 金 」 を 受

け 取 る こ と が で き ず 、 そ の 後 の 療

養 設 計 に 重 大 な 支 障 が 出 ま す 。

　 年 金 保 険 料 の 支 払 い に 支 障 が あ

る 場 合 は 、 申 請 し て 保 険 料 の 猶 予 、

免 除 を 受 け ま し ょ う 。

 企 画 総 務 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 企 画 財 政 室 ☎

（ 内 線 ２ ２ ６ ）

町 民 パ ソ コ ン 教 室 を 開 き ま す

　 旭 川 ケ ー ブ ル テ レ ビ ㈱ （ Ｃ Ａ Ｔ

Ｖ ポ テ ト ） の 協 力 で 町 民 パ ソ コ ン

教 室 を 開 き ま す 。 パ ソ コ ン 初 心 者

が 対 象 で す 。 パ ソ コ ン を ｗ ｅ ｂ 接

続 し て イ ン タ ー ネ ッ ト 、 電 子 メ ー

ル を 体 験 し て い た だ き ま す 。

　 講 座 内 容 は 、 基 本 ソ フ ト ・ ウ ィ

ン ド ウ ズ の 基 本 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、

電 子 メ ー ル の 使 い 方 な ど 。

日 時 　 ▼ 1 月 7 日 （ 土 ） ▼ 同 月 15

日 （ 日 ） ▼ 同 月 22 日 （ 日 ） ▼ 同

月 27 日 （ 金 ） ＝ い ず れ も ① 午 前

10 時 半 〜 正 午 ② 午 後 １ 時 半 〜 同

３ 時 ま で 、 １ 日 ２ 回 開 催 　

会 場 　 役 場 第 １ 小 会 議 室 （ １ 階 ）

 教 育 課 か ら

　 文 化 交 流 館 は ☎ （ 内 線 ７ ４ ３ ）

読 書 感 想 文 コ ン ク ー ル の 入 賞 者

決 ま る

　 本 年 度 読 書 感 想 文 コ ン ク ー ル の

受 賞 者 が 決 ま り ま し た 。 町 内 の 小 、

中 、 高 校 生 か ら 応 募 が あ っ た ６ ８

０ 編 の 中 か ら 48 人 が 入 賞 し ま し た 。

◇ 金 賞 　 ▼ 小 学 校 １ 年 生 の 部 　 宮

川 和 也 （ 第 一 小 ） ▼ 同 ２ 年 生 の 部

　 佐 藤 小 春 （ 東 川 小 ） ▼ 同 ３ 年 生

の 部 　 上 島 満 梨 絵 （ 同 ） ▼ 同 ４ 年

生 の 部 　 園 田 千 菜 津 （ 第 二 小 ） ▼

同 ５ 年 生 の 部 　 市 村 ま ど か （ 東

川 小 ） ▼ 同 ６ 年 生 の 部 　 畑 中 伽 南

（ 第 二 小 ） ▼ 中 学 生 の 部 　 中 内 幸

恵 （ 東 川 中 ３ 年 ） ▼ 高 校 生 の 部 　

小 松 祐 実 花 （ 東 川 高 校 ２ 年 ）

 幼 児 セ ン タ ー か ら

　 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ は 地 域

子 育 て 支 援 セ ン タ ー ☎ 8
2 ― ５ １ ０

０
「 よ ち よ ち 教 室 」 を 開 き ま す

　 零 歳 児 対 象 の 親 子 遊 び の 教 室 で

す 。 お 兄 ち ゃ ん 、 お 姉 ち ゃ ん も 一

緒 に ど う ぞ 。

日 時 　 １ 月 13 日 （ 金 ） 午 前 10 時 〜

　 正 午

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

募 集 　 15 組 程 度 （ 要 予 約 ）   

対 象 　 零 歳 児 の お 子 さ ん と 保 護 者

じ 、 年 14 ・ ６ ％ （ 納 期 限 の 翌 日 か

ら １ カ 月 を 過 ぎ る 日 ま で は 「 年 ７

・ ３ ％ 」 と 「 前 年 の 11 月 30 日 に お

け る 日 本 銀 行 法 に 規 定 す る 商 業 手

形 の 割 引 率 に ４ ％ を 加 え た 割 合 」

の い ず れ か 低 い 方 の 割 合 を 使 用 し

ま す 。 １ ０ ０ 円 未 満 の 端 数 を 切 り

捨 て 千 円 か ら 徴 収 し ま す 。

▼ 口 座 振 替 を ご 利 用 く だ さ い

　 口 座 振 替 を ご 利 用 く だ さ い 。 納

め に 行 く 手 間 が 省 け る ほ か 、 納 め

忘 れ も 防 ぐ こ と が で き ま す 。 ご 利

用 で き る 金 融 機 関 は 、 下 記 の 町 指

定 の 金 融 機 関 で す （ 一 部 取 り 扱 い

す る 場 合 も あ り ま す 。

　 特 別 な 事 情 で 納 期 限 ま で に 納 付

す る こ と が 困 難 な 場 合 は 、 必 ず 納

付 相 談 を し て く だ さ い 。 納 税 猶 予 、

分 割 納 付 、 事 情 に よ っ て は 減 免 に

な る 場 合 も あ り ま す 。

▼ 延 滞 金 の 発 生 に ご 注 意

　 税 （ 料 ） 金 が 納 期 限 後 に 納 付 さ

れ た 場 合 、 そ の 納 期 限 の 翌 日 か ら

納 付 さ れ た 日 ま で の 日 数 に 応 じ 、

一 定 割 合 で 徴 収 さ れ ま す 。 納 期 限

内 に 納 付 し た 方 と の 実 質 的 な 負 担

の 公 平 と 、 納 期 内 納 付 の 促 進 を 図

る た め 設 け ら れ て い ま す 。

　 特 別 な 事 情 が あ っ て 町 税 を 納 期

限 ま で に 納 付 す る こ と が 困 難 な 場

合 は 、 必 ず 納 付 相 談 を し て く だ さ

い 。
○ 延 滞 金 の 算 定 方 法

　 本 来 納 め る べ き 額 に 、 納 期 限 の

翌 日 か ら 納 付 の 日 ま で の 日 数 に 応

 税 務 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 税 務 収 納 室 ☎

（ 内 線 １ ２ １ 、 １ ２ ２ ）

１ 月 3
1 日 は 町 税 第 ４ 期 の 納 期 限

で す
　 町 税 （ 町 道 民 税 、 固 定 資 産 税 ）

の 第 ４ 期 分 の 納 期 限 は １ 月 31 日

（ 火 ） で す 。 口 座 振 り 替 え を 利 用

し て い る 方 は 、 あ ら か じ め 指 定 さ

れ た 預 貯 金 口 座 の 残 高 を 確 認 し て

準 備 を し ま し ょ う 。

　 町 税 は 、 町 の 根 幹 と な る 大 切 な

自 主 財 源 で す 。 税 金 の 公 平 な 負 担

と 貴 重 な 自 主 財 源 確 保 の た め 、 納

期 限 内 の 納 付 を 忘 れ な い よ う ご 協

力 を お 願 い し ま す 。

　 納 付 が 遅 れ る と 督 促 状 が 送 付 さ

れ 、 延 滞 金 が 掛 か る 場 合 も あ り 、

滞 納 が 続 く と 財 産 調 査 や 滞 納 処 分

（ 給 料 、 銀 行 預 金 な ど 差 し 押 さ え 、

不 動 産 、 動 産 の 公 売 な ど ） を 実 施

で き な い 支 店 あ り ） 。

　 東 川 町 農 業 協 同 組 合 （ 指 定 金

融 機 関 ） 、 北 央 信 用 組 合 、 北 海 道

銀 行 （ 指 定 代 理 金 融 機 関 ） 、 北 陸

銀 行 、 北 洋 銀 行 （ 収 納 代 理 金 融 機

関 ） 、 道 内 の ゆ う ち ょ 銀 行 ・ 郵 便

局

 定 住 促 進 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 旭 川 年 金 事 務 所

☎ 27 ― １ ６ １ １ 、 住 民 室 ☎ （ 内 線

１ １ ２ ）

新 成 人 の 皆 さ ん 、 国 民 年 金 の 加

入 手 続 き を 忘 れ ず に

　 国 民 年 金 は 国 の 公 的 年 金 制 度 で

す 。 老 後 の 生 活 を 支 え 、 病 気 や け

が で 重 度 の 障 害 が 残 る よ う な 万 一

の 時 に あ な た を サ ポ ー ト し て く れ

ま す 。

　 日 本 国 内 に 住 ん で い る 満 20 歳 か

ら 満 60 歳 ま で の す べ て の 方 に 加 入

す る 義 務 、 年 金 を 受 け 取 る 権 利 が

あ り ま す 。 そ の た め の 保 険 料 を 納

付 す る 義 務 が あ り ま す 。

　 国 民 年 金 保 険 法 で は 、 学 生 、 自

営 業 者 な ど の 被 保 険 者 を 「 第 １ 号

被 保 険 者 」 と 呼 び ま す 。 手 続 き は

役 場 で 行 い ま す 。

　 サ ラ リ ー マ ン 、 公 務 員 な ど 給 与

所 得 者 は 「 第 ２ 号 被 保 険 者 」 と 呼

び ま す 。 第 ２ 号 被 保 険 者 に 扶 養 さ

れ る 方 （ 配 偶 者 な ど ） は 「 第 ３ 号

被 保 険 者 」 と 呼 び 、 第 ２ 、 第 ３ 号

被 保 険 者 は 、 と も に 勤 務 先 の 事 業

所 で 加 入 手 続 き を 行 い ま す （ 個 別

の 手 続 き は 必 要 あ り ま せ ん ） 。

▼ 保 険 料 の 猶 予 、 免 除

　 収 入 が 少 な い た め に 保 険 料 を 納

付 で き な い 場 合 、 申 請 に よ っ て 保

険 料 を 猶 予 、 免 除 す る 制 度 が あ り

ま す 。

　 「 学 生 納 付 特 例 制 度 」 は 、 本 人

の 申 請 に よ っ て 保 険 料 の 納 付 を 猶
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永 井 さ ん 、 永 年 の 交 通 安 全 活 動 で

表 彰
　 西 行 政 区 の 永 井 昭 さ ん （ 71 ） が

町 表 彰 （ 自 治 功 労 ） を 受 賞 し 、 昨

年 12 月 12 日 合 田 博 副 町 長 か ら 表 彰

伝 達 を 受 け ま し た 。

　 ２ ０ ０ １ （ 平 成 13 ） 年 か ら 10 年

以 上 継 続 し て 町 交 通 安 全 指 導 員 を

務 め 町 内 の 交 通 安 全 運 動 に 尽 力 。

昨 年 ９ 月 、 交 通 安 全 活 動 へ の 貢 献

で 北 海 道 知 事 感 謝 状 を 受 賞 。

故 高 橋 正 三 氏 に 遺 族 追 賞 の 授 与

を 伝 達

　 昨 年 ９ 月 、 89 歳 で 急 逝 し た ３ 区 、

故 高 橋 正 三 氏 に 対 し て 国 の 遺 族 追

賞 が 授 与 さ れ ま し た 。 同 年 12 月 13

日 、 遺 族 の 高 橋 英 二 さ ん が 役 場 で

伝 達 を 受 け ま し た 。

　 国 の 農 林 業 セ ン サ ス 調 査 員 と し

て の 永 年 の 調 査 活 動 に 対 す る も の

で す 。 上 川 総 合 振 興 局 、 内 山 正 二

副 局 長 が 来 町 し 、 章 状 、 銀 杯 を 伝

達 し ま し た 。

　 正 三 氏 は １ ９ ５ ９ （ 昭 和 34 ） 年

か ら ２ ０ ０ ５ （ 平 成 17 ） 年 ま で 45

年 間 に わ た っ て 、 ５ 年 ご と 実 施 の

農 林 業 セ ン サ ス で 調 査 員 と し て 10

回 調 査 し た ほ か 、 国 勢 調 査 ６ 回 、

農 業 基 本 調 査 に 32 回 携 わ り ま し た 。

奥 田 實 さ ん 、 自 作 の 写 真 作 品 を

町 に 寄 贈

　 昨 年 の 「 第 27 回 写 真 の ま ち 東 川

絵 本 の お は な し 会 、 図 書 ボ ラ ン テ

ィ ア は 科 学 実 験 あ そ び な ど を 見 せ

ま し た 。 幼 児 か ら 小 学 生 ま で 楽 し

く 本 に 親 し み ま し た 。

農 民 彫 刻 家 、 松 田 與 一 さ ん に 町 特

別 功 労 表 彰

　 町 内 の 農 民 彫 刻 家 草 分 け と し

て 長 く 活 躍 し て き た 松 田 與 一 さ ん

（ 87 ） ＝ 13 南 区 ＝ に 町 特 別 功 労 表

彰 （ 芸 術 活 動 ） が 決 ま り 、 昨 年 12

月 ６ 日 、 町 議 会 議 場 で 妻 弘 子 さ ん

（ 83 ） に 伝 達 さ れ ま し た 。

　 農 業 の 傍 ら 、 独 学 で 彫 刻 を 学 び 、

農 民 彫 刻 家 と し て 活 躍 し ま し た 。

彫 刻 作 品 を 数 多 く 町 内 公 共 施 設 に

寄 贈 し 、 町 役 場 庁 舎 、 農 村 環 境 改

善 セ ン タ ー 、 キ ト ウ シ 森 林 公 園 物

産 セ ン タ ー

な ど 各 所 で

身 近 に 鑑 賞

し 、 親 し む

こ と が 出 来

ま す 。

　 １ ９ ６ ４

（ 昭 和 39 ） 年 、 町 内 の 仲 間 と と も

に 氷 彫 刻 の 東 川 氷 土 会 を 創 立 。 氷

彫 刻 芸 術 の 草 分 け と し て 各 地 に そ

の 美 し さ と 制 作 技 術 を 広 め る 活 動

も し ま し た 。

　 自 宅 に 隣 接 し て ア ト リ エ 兼 用 の

「 彫 刻 の 館 」 を 設 置 、 無 料 開 放 し

て い ま す 。

賞 」 で 特 別 作 家 賞 を 受 賞 し た 27 区 、

写 真 家 、 奥 田 實 さ ん （ 63 ） が 12 月

９ 日 、 自 身 の 写 真 作 品 「 ホ オ ノ キ 」

を 額 装 し て 町 に 寄 贈 し ま し た 。

　 ホ オ ノ キ の 葉 、 額 、 花 、 果 実 な

ど 20 枚 以 上 の 写 真 を １ 枚 の 写 真 コ

ラ ー ジ ュ 作 品 に 仕 上 げ た カ ラ ー 作

品 で す 。 同 賞 受 賞 の 対 象 と な っ た

自 身 の 写 真 集 「 生 命 樹 」 （ ２ ０ １

０ 年 新 樹 社 刊 ） の 中 か ら 、 受 賞 作

家 作 品 展 で 展 示 し て 、 そ の 後 町 に

寄 贈 し た 12 点 の 中 の 1 点 。 自 作 の

木 製 額 縁 （ ヤ チ ダ モ 、 千 30 ㍉ ㍍ ×

７ ３ ０ ㍉ ㍍ ） に 額 装 、 コ ッ ト ン キ

ャ ン バ ス 地 の 特 製 出 力 紙 で 仕 上 げ

ま し た 。

　 町 で は 道 の 駅 ・ ひ が し か わ 道 草

館 で の 展 示 を 検 討 し て い ま す 。

故 岩 島 医 師 か ら サ ボ テ ン と ラ ト

ビ ア 作 家 の 彫 刻

　 昨 年 10 月 、 84 歳 で 急 逝 し た 元 東

川 町 町 立 病 院 長 、 岩 島 敏 勝 医 師 の

ご 遺 族 か ら 、 サ ボ テ ン 、 盆 栽 １ １

３ 鉢 、 ブ ロ ン ズ 像 １ 点 を 町 に 寄 贈

い た だ き ま し た 。

　 い ず れ も 岩 島 先 生 の 遺 品 で す 。

サ ボ テ ン な ど は 自 宅 の 温 室 で 大 切

に 育 て て い た も の で 、 中 に は 希 少

な も の も あ る 、 と い う こ と で す 。

　 ブ ロ ン ズ 像 は ラ ト ビ ア の 彫 刻 家 、

ア ン ド リ ス ・ ア ビ レ ヴ ス 氏 制 作 の

作 品 。 １ ９ ９ ７ （ 平 成 ７ ） 年 に 来

町 し て 公 演 を 行 っ た ス ク リ デ 三 姉

妹 （ リ ン ダ ･ ス

ク リ デ 、 バ イ バ

・ ス ク リ デ 、 ラ

ウ マ ・ ス ク リ デ

の ３ 人 ） の 渡 航

費 用 を 捻 出 す る

た め に 、 と 当 時

私 財 で 購 入 。 「 い ず れ は 町 に 寄 贈

を 」 と 託 さ れ て い た と い う こ と で

す 。

　 鉢 植 え は 、 町 立 診 療 所 の ロ ビ ー

な ど で 育 て て 来 院 者 の 皆 さ ん に 観

賞 し て い た だ く こ と に し て い ま す 。

「 昭 和 ノ ス タ ル ジ ア 」 コ ン サ ー ト

の 開 催
東 川 町 芸 術 文 化 招 へ い 委 員 会

　 道 内 を 拠 点 に 音 楽 活 動 を し て い

る 歌 手 の Ｊ Ｕ Ｎ Ｃ Ｏ さ ん と ギ タ ー 、

サ ッ ク ス 奏 者 の Ｃ Ｈ Ｅ Ｅ Ｐ 広 石 さ

ん を 中 心 に し た ユ ニ ッ ト 「 北 海 道

歌 旅 座 」 の 「 昭 和 ノ ス タ ル ジ ア 」

コ ン サ ー ト を 開 き ま す 。

日 時 　 １ 月 15 日 （ 日 ） 午 後 1 時 半

　 （ 午 後 １ 時 開 場 ）

場 所 　 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー

入 場 料 　 前 売 り 千 円 、 当 日 千 ２ ０

　 ０ 円 （ 中 学 生 以 下 無 料 ）

チ ケ ッ ト 、 お 問 い 合 わ せ 　 農 村 環

　 境 改 善 セ ン タ ー ☎ 82 ― ３ ２ ０ ０ 、

　 道 の 駅 ・ 道 草 館 ☎ 68 ― ４ ７ ７ ７ 、

　 フ レ ン ド シ ッ プ な が さ わ ☎ 82 ―

　 ２ ０ ２ ４

瑛 町 ） ▼ 「 キ ト ウ シ の 小 さ な 春 」

竹 村 暢 恵 （ 旭 川 市 ） ▼ 「 小 雪 の 夜

の 帰 り 道 」 岡 村 英 雄 （ 八 王 子 市 ）

▼ 「 花 の 道 」 岡 田 勲 （ 鷹 栖 町 ） ▼

「 な か よ し 　 ４ 人 組 」 岸 政 継 （ 旭

川 市 ）

〔 町 民 子 ど も 部 門 〕

　 ◆ グ ラ ン プ リ 　 ▼ 「 神 の 使 い 」

鈴 木 瑛 大 ◆ 準 グ ラ ン プ リ 　 ▼ 「 輝

く 赤 い 実 」 石 塚 真 琴 ▼ 「 ぼ け ち ゃ

っ た ？ 」 小 川 真 ◆ 佳 作 　 ▼ 「 お み

こ し 」 鈴 木 玖 偲 ▼ 「 お 昼 寝 」 牧 雛

乃 ▼ 「 ぺ た ぺ た 大 す き 」 塩 谷 天 愛

▼ 「 紅 葉 の 背 く ら べ 」 杉 山 太 一 ▼

「 東 川 町 と う ふ 店 」 猪 股 ひ か り ▼

「 げ た ば こ 」 遠 山 顕 広 ▼ 「 夏 の ひ

ざ し 」 平 田 沙 英 ▼ 「 ゴ ー ル を 目 指

し て ヨ ー イ 、 ド ン ！ 」 三 上 航 大 ▼

「 ハ ー ト の 木 」 加 藤 未 鼓 ▼ 「 か っ

と ば す ‼ 」 中 谷 弥 一

秋 の 図 書 ま つ り

文 化 交 流 館

　 昨 年 11 月 23 日 、 文 化 交 流 館 で 図

書 ま つ り を 行 い ま し た 。

　 恒 例 の 古 本 リ サ イ ク ル 市 は 、 １

人 10 冊 ま で 、 と い う 制 限 が あ る の

で 早 い 者 勝 ち 。 気 に 入 っ た 掘 り 出

し 物 の 本 を 見 つ け よ う 、 と 交 流 館

の 開 館 前 か ら 並 ん で い る 親 子 も い

た ほ ど の 人 気 ぶ り 。

　 旭 川 福 祉 専 門 学 校 の 学 生 の 皆 さ

ん は 、 子 ど も た ち に 歌 と 手 遊 び 、

創 作 紙 芝 居 を 披 露 。 交 流 館 職 員 は

　 本 年 度 は 町 外 一 般 、 町 内 一 般 、

町 民 子 ど も の ３ 部 門 に １ ４ ２ 人 か

ら ２ ５ ０ 作 品 の 応 募 が あ り ま し た 。

昨 年 12 月 ９ 日 、 文 化 ギ ャ ラ リ ー で

審 査 を 行 い ま し た 。

　 以 下 、 入 賞 者 は 次 の と お り （ 敬

称 略 ） 。

〔 町 内 一 般 部 門 〕

　 ◆ グ ラ ン プ リ 　 ▼ 「 盛 夏 」 時 澤

昭 子 ◆ 準 グ ラ ン プ リ 　 ▼ 「 ハ ッ ピ

ー バ ー ス デ ィ 」 中 田 浩 康 ▼ 「 み あ

っ て 〜 」 長 沢 陽 子 ◆ 佳 作 　 ▼ 「 夜

宮 」 鈴 木 浩 二 ▼ 「 落 葉 の 雨 」 高

橋 明 俊 ▼ 「 東 川 神 社 祭 」 山 下 な つ

絵 ▼ 「 ワ ー イ 　 楽 し い フ ン ス イ 」

中 野 實 ▼ 「 忠 別 川 の 朝 霧 」 大 櫛 久

栄 ▼ 「 氷 粉 舞 う 」 牧 直 道 ▼ 「 ア

オ サ ギ が 子 育 て 中 で す 」 高 橋 孝 治

▼ 「 も み じ の 記 憶 」 小 山 内 義 紀 ▼

「 こ こ に 何 か い る ぞ ‼ 」 岡 村 正 雄

▼ 「 ゆ き 　 だ い す き ‼ 」 中 田 桂 子

〔 町 外 一 般 部 門 〕

　 ◆ グ ラ ン プ リ 　 ▼ 「 陽 だ ま り 」

前 田 美 希 （ 和 歌 山 市 ） ◆ 準 グ ラ ン

プ リ 　 ▼ 「 冬 空 の 花 火 大 会 」 岡 村

芳 郎 （ 八 王 子 市 ） ▼ 「 よ 〜 く ピ ン

ト 合 わ せ て … パ シ ャ リ ‼ 」 小 西 綾

子 （ 旭 川 市 ） ◆ 佳 作 　 ▼ 「 餅 投 げ 」

秦 憲 一 （ 美 瑛 町 ） ▼ 「 朝 霧 の 市 街 」

広 瀬 昌 彦 （ 旭 川 市 ） ▼ 「 語 ら い 」

早 坂 藤 男 （ 東 神 楽 町 ） ▼ 「 天 空 へ

の 誘 い 」 佐 藤 有 芳 （ 帯 広 市 ） ▼

「 ト ラ イ ア ス ロ ン 」 佐 藤 和 子 （ 旭

川 市 ） ▼ 「 妖 精 樹 」 澤 田 秀 幸 （ 美

内 容 　 赤 ち ゃ ん 体 操 、 親 子 遊 び 、

原 毛 ス ト ラ ッ プ つ く り 。 講 演

「 子 ど も の 病 気 に つ い て お 話 し

ま し ょ う 」

講 師 　 町 保 健 師 、 鈴 木 千 紘 さ ん

入 園 体 験 会 「 一 緒 に 考 え よ う 」

　 ３ 歳 未 満 児 （ 零 、 １ 、 ２ 歳 児 ）

と ３ 歳 以 上 の 子 ど も の 様 子 を 見 学

し 体 験 す る 体 験 会 で す 。 昼 食 も 要

し て い ま す 。 来 年 度 幼 児 セ ン タ ー

に 入 園 予 定 の 方 は 、 お 子 さ ん と 一

緒 に ご 来 園 く だ さ い 。

日 時 　 ① ３ 歳 未 満 児 … １ 月 20 日

（ 金 ） ② ３ 歳 以 上 児 … １ 月 27 日

（ 金 ） の 各 午 前 ９ 時 半 〜 正 午

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー

募 集 　 各 日 程 ５ 、 ６ 組 程 度 （ 要 予

約 、 ① １ 月 13 日 ま で ② １ 月 20 日

ま で

対 象 　 入 園 予 定 の お 子 さ ん と 保 護

　 者
内 容 　 見 学 体 験 会 （ ク ラ ス に 入 り

　 ま す ）

給 食 代 　 子 ど も １ 食 分 　 １ ８ ０ 円

（ 当 日 徴 収 、 零 歳 児 は 要 面 談 ）

〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜

　
ひ が し か わ 大 写 真 展 の 入 賞 者 決

ま る

写 真 の 町 実 行 委 員 会

　 第 ７ 回 ひ が し か わ 大 写 真 展 の 入

賞 者 が 決 ま り ま し た 。
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社 協 だ よ り

　

温 か い 善 意 あ り が と う

ご ざ い ま す

　 昨 年 11 月 16 日 か ら 同 12 月

15 日 ま で に 社 会 福 祉 事 業 に

ご 寄 付 を い た だ い た 方 は 次

の と お り で す 。

《 ご 香 典 の 返 礼 に か え て 》

６ 西 区 　 　 　 松 岡 　 ト シ 子 様

1
5 区 　 　 　 　 園 田 　 千 惠 子 様

西 区 　 　 　 　 酒 巻 　 　 　 勇 様

北 町 ２ 丁 目 　 御 家 瀬 加 代 子 様

2
1 区 　 　 　 　 村 田 　 　 尚 之 様

東 倉 沼 区 　 　 山 﨑 　 　 伸 一 様

今 月 の く ら し の 相 談 日

　 毎 月 第 ３ 木 曜 日 午 後 １ 時

半 か ら 同 ４ 時 ま で 社 協 相 談

室 で 相 談 に 応 じ て い ま す 。

今 月 の 相 談 日 と 相 談 員 は 次

の と お り で す 。

1 月 19 日 　 山 口 佐 知 子

０
歳
か
ら
の
お
は
な
し
会

０
歳
か
ら
の
お
は
な
し
会

０
歳
か
ら
の
お
は
な
し
会

に
ち
じ
：
1月
26
日
(木
) 
午
前
10
時
半
～
同
11
時
半

ば
し
ょ
：
文
化
交
流
館
絵
本
ル
ー
ム

に
ち
じ
：
1月
26
日
(木
) 
午
前
10
時
半
～
同
11
時
半

ば
し
ょ
：
文
化
交
流
館
絵
本
ル
ー
ム

節
分
が
近
い
の
で
、
簡
単
工
作
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
申
し
込
み
不
要
、
会
費
は
あ
り
ま
せ
ん
）

お
問
い
合
わ
せ

「
お
は
なし
の
会
ピッ
ピ
」三
上
さ
ん
 ☎
82
－
28
09

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
-活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

▶
２
月
１
日
現
在
で
、
す
べ
て
の
企
業
、
事
業
所
を
対
象
に
、
経
済
セ
ン
サ
ス
－
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

▶
経
済
セ
ン
サ
ス
－
活
動
調
査
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
産
業
構
造
を
包
括
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

　
政
府
の
重
要
な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
い
た
報
告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

▶
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対

　
に
あ
り
ま
せ
ん
。

▶
調
査
の
趣
旨
、
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
省
・
経
済
産
業
省
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

募
集
団
地

場
　
所

戸
数
･家
賃

建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

そ
　
の
　
他

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

１
．
入
居
申
込
書

２
．
住
宅
等
状
況
申
告
書

３
．
所
得
の
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

４
．
地
方
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
23
年
１
月
１
日
現
在
町
内
に
住
所
が
あ
っ
た
方
は
同
意
書
で
可
）

５
．
世
帯
全
員
分
の
住
民
票
（
町
外
の
方
の
み
）
※
本
籍
地
の
表
示
は
不
要

６
．
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

７
．
印
鑑

※
下
線
の
つ
い
て
い
る
書
類
は
定
住
促
進
課
住
ま
い
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
３
、
４
の
書
類
は
、
入
居
予
定
者
の
中
で
所
得
の
あ
る
方
全
員
分
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

募
集
戸
数

お
申
し
込
み
に

必
要
な
も
の

１
月
６
日
（
金
）
～
同
月
13
日
（
金
）

受
付
場
所

定
住
促
進
課
住
ま
い
室

6戸

入 居 資 格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
、
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

１
．
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
中
の
方
な
ど
も
含
む
）
が
い
る
方

  ・
上
記
団
地
①
、
③
、
④
、
⑤
は
原
則
4人
以
上

  ・
上
記
団
地
②
、
⑥
に
つ
い
て
は
原
則
3人
以
上

２
．
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
方

３
．
法
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
月
額
所
得
（
世
帯
全
員
分
）
が
15
万
8千
円
以
下

  ※
た
だ
し
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
月
額
所
得
（
世
帯
全
員
分
）
が
21
万
4千
円
以
下
と
な
り
ま
す

  ・
19
56
（
昭
和
31
）
年
4月
1日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
か
つ
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
同
年
4月
1日
以
前
生
ま
れ
、
ま
た
は
18
歳
未
満
の
方
が
い
る
場
合

  ・
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
方
が
い
る
場
合

  ・
身
体
障
が
い
等
級
1級
か
ら
4級
ま
で
の
方
が
い
る
場
合

  ・
精
神
障
が
い
等
級
1級
か
ら
2級
ま
で
の
方
が
い
る
場
合
、
知
的
障
が
い
（
精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
）
の
方
が
い
る
場
合

  ・
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
者
の
方
な
ど
が
い
る
場
合

定
住
促
進
課

そ
の

他

選
考
方
法

入
居
期
限

敷
金

連
帯
保
証
人

お
問
い
合
わ
せ

入
居
申
し
込
み
者
ま
た
は
同
居
の
親
族
が「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」第
２
条

第
６
号
に
該
当
す
る
場
合
は
入
居
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
営
住
宅
等
入
居
者
選
考
委
員
会
を
開
き
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

1月
末
日（
※
期
限
内
の
入
居
が
要
件
）

家
賃
の
３
カ
月
分

入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
所
得
金
額
の
あ
る
方
２
人（
２
人
の
連
帯
保
証
人
が
い
な
い
場
合
は
入
居
取
り
消
し
）

住
ま
い
室
☎
８２

-２１
１１

・
平
成
18
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
2階
建
て

・
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き

・
物
置
付
き

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
平
成
16
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
2階
建
て

・
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き

・
物
置
付
き

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
昭
和
63
年

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
3階
建
て

・
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
、
ボ
イ
ラ
ー
付
き

・
物
置
付
き

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
昭
和
63
年

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
3階
建
て

・
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
、
ボ
イ
ラ
ー
付
き

・
物
置
付
き

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
昭
和
59
年

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
2階
建
て

・
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
、
ボ
イ
ラ
ー
付
き

・
物
置
付
き

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
1戸
（
2階
）

・
26

,4
00
円
～

　
　
69
,9
00
円

西
団
地
A
2

3L
D
K
（
78
.8
㎡
）

北
町
2丁
目
8番

①

・
調
理
器
、
暖
房
機
、
温
水
器
の
リ
ー
ス

　
料
（
月
額
6,
51

0円
）

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ
ン
プ
電
気
代

　
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

・
1戸
（
2階
）

・
21

,6
00
円
～

　
　
57
,3
00
円

西
団
地
A
4

2L
D
K
（
64
.1
㎡
）

北
町
2丁
目
6番

②

・
調
理
器
、
暖
房
機
、
温
水
器
の
リ
ー
ス

　
料
（
月
額
3,
99

0円
）

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ
ン
プ
電
気
代

　
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

・
1戸
（
1階
）

・
19

,8
00
円
～

　
　
43
,2
00
円

西
8号
団
地
A
3

3L
D
K
（
70
.6
㎡
）

西
町
8丁
目
4番

④
・
調
理
器
、
暖
房
機
は
各
自
用
意

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ
ン
プ
電
気
代

　
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

・
1戸
（
3階
）

・
20

,0
00
円
～

　
　
43
,5
00
円

西
8号
団
地
A
3

3L
D
K
（
71
.3
㎡
）

西
町
8丁
目
4番

③
・
調
理
器
、
暖
房
機
は
各
自
用
意

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ
ン
プ
電
気
代

　
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

・
1戸
（
1階
）

・
19

,6
00
円
～

　
　
49
,7
00
円

清
流
東
団
地
A
1

3L
D
K
（
66
.5
㎡
）

西
町
1丁
目
19
番

⑤

・
調
理
器
、
暖
房
機
、
照
明
器
具
は
各
自

　
用
意

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ
ン
プ
電
気
代

　
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

・
平
成
13
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
2階
建
て

・
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き

・
物
置
付
き

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
1戸
（
2階
）

・
22

,6
00
円
～

　
　
59
,8
00
円

清
流
中
央
団
地
A
1

2L
D
K
（
68
.3
㎡
）

西
町
3丁
目
8番

⑥

・
調
理
器
、
暖
房
機
、
温
水
器
の
リ
ー
ス

　
料
（
月
額
4,
72

5円
）

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
及
び
ポ
ン
プ
電
気
代

　
は
別
途
か
か
り
ま
す
。

�¿ � 　̈ 日 本 国 籍 を 有 し 、 18 歳 以 上

　 27 歳 未 満 （ 今 年 ４ 月 １ 日 現 在 ）

　 の 男 子

�� �Š 
~ �“ 　 １ 月 16 日 （ 月 ）

�¼ �g �Ô 　 １ 月 21 日 （ 土 ）

�q 	Ô 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地 （ 旭

　 川 市 春 光 町 ）

�S �ð �M �ù �˜ �d 　 自 衛 隊 旭 川 地 方 協

　 力 本 部 南 地 区 隊 ☎ 22 ― ０ ６ ４ ８ 、

　 ま た は 自 衛 隊 募 集 相 談 員 の 小 野

　 さ ん ☎ 82 ― ３ ７ ３ ７

�Ê �� �› �p �� �å �‹ �Ç �Ä �æ �w 	è 	%

　 昨 年 10 月 25 日 、 東 ３ 号 北 ６ 線 の

町 有 林 で ㈱ ニ ト リ （ 東 京 、 似 鳥 昭

雄 社 長 ） の 「 ニ ト リ 北 海 道 応 援 基

金 」 植 樹 が 行 わ れ ま し た 。

　 同 基 金 ３ 年 目 の 事 業 で す 。 今 年

は 東 京 、 札 幌 、 旭 川 の 東 川 会 の 皆

さ ん 約 90 人 が 参 加 、 ア オ ダ モ の 苗

木 千 ２ ０ ０ 本 を 植 樹 し ま し た 。

　 ア オ ダ モ の 成 木 は 、 約 １ ０ ０ 年

後 野 球 用 バ ッ ト の 原 材 料 と し て 利

用 可 能 に な る と う い う こ と で す 。

�H 2
6

�s �  �q �A 
R �Ì �è �Ó �Ø �Ó �ç �G

�q �w �‰ �5
�f 
’ �Ê �Ì �è �Ó �Ø �Ó �ç �  �q

�Ô �Ì 　 ２ 月 12 日 （ 日 ） 午 前 ９ 時

（ 開 会 式 ） か ら 、 主 将 会 議 は 同 ８

時 45 分
	Ô 	t 　 Ｂ ＆ Ｇ 東 川 海 洋 セ ン タ ー

�€ �C �0 	Å 　 一 般 男 女 （ 中 学 生 以

上 ）
�� �Š 
~ �“ 　 ２ 月 ３ 日 （ 金 ）

�€ �C �‰ 　 １ チ ー ム ３ 千 円 （ 学 生 チ

　 ー ム ２ 千 円 ）


� �` �� �ˆ 
Œ 　 東 川 町 バ レ ー ボ ー ル

　 協 会 事 務 局 （ 役 場 企 画 総 務 課 、

　 大 角 ）

�¼ �ù �M �Ü 　 男 女 別 ６ 人 制 リ ー グ 戦

�× �ô �í �w �7 	B

�× �ô �B �t 
’ �• �M �  �— �Š 
æ �Æ �• �à �B

　 平 成 23 年 度 自 衛 官 候 補 生 を 募 集

し ま す 。 各
種
大
会
成
績

【
剣
道
】

◆
第
38
回
比
布
町
旗
・
教
育
長
旗
上
川
管
内
町
村
剣

道
大
会（
昨
年
11
月
23
日
・
比
布
町
体
育
館
）

〔
団
体
戦
〕

▼
小
学
生
　②
東
川
剣
龍
会（
久
保
田
和
弥
、高
橋
優

大
、照
井
杜
稀
矛
、林
弘
汰
、畑
山
寛
英
＝
当
麻
）

▼
中
学
生
　①
東
川
中
Ａ（
渡
辺
翔
太
、照
井
瑚
佑
覇
、

小
林
み
の
り
、中
内
直
人
、宇
山
知
希
）③
東
川
中
Ｂ（
高

畠
脩
、高
畠
遼
、岡
﨑
照
大
、猪
俣
陽
気
、矢
澤
佑
冴
）

◆
第
44
回
遠
軽
地
方
青
少
年
剣
道
大
会（
昨
年
11
月

20
日
・
遠
軽
町
総
合
体
育
館
）

〔
個
人
戦
〕

▼
小
学
生
高
学
年
男
子
　③
久
保
田
和
弥（
東
川
剣
龍

会
）
▼
同
女
子
　①
照
井
杜
稀
矛（
同
）

▼
中
学
男
子
　③
渡
辺
翔
太（
同
）

〔
団
体
〕

▼
中
学
男
子
　③
東
川
剣
龍
会（
渡
辺
翔
太
、岡
﨑
照

大
、矢
澤
佑
冴
、小
浜
空
、中
内
直
人
）

▼
同
女
子
　②
東
川
剣
龍
会（
照
井
瑚
佑
覇
、小
林
み
の

り
、及
川
秋
穂
＝
愛
別
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

◆
上
川
中
央
地
区
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
戦
東

川
大
会（

11
月
27
日
・
東
川
中
学
校
）

▼
決
勝（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
）

東
川
　２
－０
　美
瑛

27
26
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